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は
じ
め
に

さ
る
平
成
十
七
年
に
篠
川
賢
氏
か
ら
、ご
論
考
「
国
造
の
国
（
ク
ニ
）
再
考
―
神
崎

勝
氏
の
所
論
に
ふ
れ
て
―
」（『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
十
五
輯
所
載
、
以
下
「
篠
川

論
文
」
と
よ
ぶ
）
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
。
こ
の
ご
論
考
は
、
私
が
平
成
十
四
年
に
書

い
た
拙
論
「
国
造
と
そ
の
ク
ニ
に
つ
い
て
―
津
田
左
右
吉
の
改
新
研
究
に
学
ぶ
（
二
）

―
」（『
立
命
館
文
学
』
第
五
七
〇
号
所
載
、
以
下
「
小
論
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
ご
批
評
頂

い
た
も
の
で
あ
る
。
拙
い
小
論
を
お
も
い
が
け
ず
仔
細
に
ご
検
討
頂
い
た
こ
と
を
た

い
へ
ん
光
栄
に
思
い
な
が
ら
も
、
直
ち
に
お
答
え
で
き
な
い
ま
ま
数
年
を
費
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
先
ず
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
篠
川
氏
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
主
要
な
課
題
は
つ

ぎ
の
三
点
に
あ
る
と
考
え
る
。

﹇
1
﹈
評
制
施
行
以
前
の
国
造
の
ク
ニ
（
国
）
に
つ
い
て
、ク
ニ
は
朝
廷
領
を
指
し
、

し
た
が
っ
て
国
造
制
に
お
け
る
支
配
は
領
域
支
配
で
は
な
く
拠
点
支
配
で
あ
っ
た
、

と
み
る
小
論
の
理
解
に
対
し
て
、
国
造
の
ク
ニ
は
互
い
に
隣
接
し
て
存
在
し
、
し
た

が
っ
て
領
域
支
配
を
な
し
て
い
た
と
さ
れ
る
点
（
篠
川
論
文 

七
三
頁
）。

﹇
2
﹈評
制
施
行
後
も
国
造
制
が
存
続
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
私
も
篠
川
氏
と

同
意
見
で
あ
る
が
、
国
（
ク
ニ
）
と
評
（
コ
ホ
リ
）
は
併
存
す
る
と
い
う
小
論
の
理
解

に
対
し
て
、
ク
ニ
と
い
う
地
域
区
分
の
内
部
が
コ
ホ
リ
と
言
う
人
間
集
団
に
分
割
さ

れ
て
い
た
と
さ
れ
る
点
（
同
上
）。

﹇
3
﹈
そ
の
他
に
も
小
論
に
つ
い
て
多
く
の
問
題
点
を
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
が
、国

造
の
ク
ニ
を
朝
廷
の
直
轄
領
と
解
す
る
場
合
に
「
ア
ガ
タ
・
ミ
ヤ
ケ
、
あ
る
い
は
コ

ホ
リ
な
ど
と
は
ど
こ
が
異
な
る
直
轄
領
な
の
か
」（
篠
川
論
文 

六
四
頁
）
と
い
う
ご
指

摘
は
、
と
く
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
小
論
に
い
う
「
朝
廷
領
」
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。

﹇
１
﹈
国
造
の
ク
ニ
と
令
制
国
と
の
関
係

ま
ず
第
一
点
の
、
国
造
の
ク
ニ
が
互
い
に
隣
接
し
て
い
た
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

そ
う
考
え
た
場
合
に
は
、
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
造
の
ク
ニ
グ
ニ
を

併
せ
た
も
の
が
国
土
の
全
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。し
か
し
例
え
ば
大
和
に
お
い
て
、

倭
国
造
・
葛
城
国
造
・
闘
鶏
国
造
の
三
国
造
が
大
和
全
域
を
領
域
支
配
し
て
い
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
事
情
は
山
城
（
山
背
国
造
）
や
河
内
（
凡
河
内
国
造
）
で
も
同
様

で
あ
る
。
そ
こ
で
試
み
に
、
新
野
直
吉
氏
が
作
成
さ
れ
た
令
制
国
ご
と
の
国
造
数
を

み
て
み
よ
う
（
新
野
一
九
六
五
、
同
一
九
七
四①
）。
こ
の
中
に
い
わ
ゆ
る
「
新
国
造
」
が

含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
大
勢
は
か
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う②
。

（
一
国
一
国
造
＝
二
十
七
例
）

国
造
と
そ
の
ク
ニ
に
つ
い
て
（
再
論
）

―
篠
川
賢
氏
の
ご
批
判
に
お
答
え
す
る

―

神　
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上
野
・
信
濃
・
飛
騨
・
甲
斐
・
伊
豆
・
尾
張
・
伊
勢
・
伊
賀
・
志
摩
・
佐
渡
・
越
中
・

若
狭
・
山
城
・
河
内
・
丹
波
・
因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
石
見
・
隠
岐
・
安
芸
・
淡
路
・

讃
岐
・
筑
後
・
日
向
・
大
隅
・
薩
摩

（
一
国
二
国
造
＝
十
五
例
）

下
野
・
安
房
・
武
蔵
・
相
模
・
駿
河
・
三
河
・
能
登
・
越
前
・
但
馬
・
備
後
・
長
門
・

紀
伊
・
阿
波
・
土
佐
・
豊
前

（
一
国
三
国
造
＝
九
例
）

近
江
・
下
総
・
遠
江
・
越
後
・
加
賀
・
大
和
・
播
磨
・
備
前
・
豊
後

（
一
国
四
国
造
＝
五
例
）
美
濃
・
備
中
・
周
防
・
肥
前
・
肥
後

（
一
国
五
国
造
）
伊
予　
　
　
（
一
国
六
国
造
）
上
総

（
一
国
七
国
造
）
常
陸　
　
　
（
一
国
十
国
造
）
陸
奥

こ
れ
に
よ
る
と
、
国
造
制
は
も
と
も
と
「
一
国
一
国
造
」
を
原
則
と
し
て
い
た
と

み
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
後
、
分
氏
や
国
造
分
番
制
な
ど
の
結
果
、
国
造

を
称
す
る
家
が
増
え
て
新
た
な
国
造
名
が
つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
奈
良
時
代
以
降
に
も

新
任
国
造
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
結
果
、「
一
国
多
国
造
」
の
か
た
ち
を
と
る
よ
う
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
山
城
・
武
蔵
・
加
賀
に
は
、『
国
造
本
紀
』
に
そ
れ
ぞ
れ
山
城
・
山
背
、

无
邪
志
・
胸
刺
、
賀
我
・
加
宜
と
い
う
、
同
名
異
字
の
国
造
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
同

名
国
造
に
つ
い
て
は
重
複
記
載
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
篠
川
氏
は
こ
れ
を
「
国
造

氏
」
と
さ
れ
（
篠
川
一
九
九
六
、四
二
一
頁
）、
小
論
で
は
令
制
下
の
新
任
国
造
と
考
え

た
（
小
論 

三
二
頁
）。
し
か
し
い
ず
れ
の
見
方
に
立
つ
に
し
て
も
山
城
・
武
蔵
に
つ
い

て
は
「
一
国
一
国
造
」
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
加
賀
に
は
ほ
か
に
江
沼
国
造
が
あ

る
）。
さ
ら
に
ま
た
播
磨
お
よ
び
吉
備
（
備
前
・
備
中
）
も
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に

「
一
国
一
国
造
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
。

さ
て
、
備
前
・
備
中
に
は
七
国
造
が
あ
っ
て
、
上
道
・
三
野
・
加
夜
・
下
道
・
笠

臣
の
五
国
造
は
同
族
系
譜
で
結
ば
れ
て
お
り
、
大
伯
・
中
県
の
二
国
造
は
神
魂
命
の

裔
と
い
う
。
一
方
そ
れ
ら
と
は
べ
つ
に
「
吉
備
国
造
」
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

比
較
的
新
し
い
史
料
に
し
か
見
え
な
い
。
し
か
し
吉
備
系
諸
氏
族
の
間
で
国
造
職
が

輪
番
（
交
替
）
制
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り③
、ま
た

そ
れ
ら
吉
備
系
諸
氏
族
が
古
く
「
吉
備
臣
」
と
総
称
さ
れ
て
い
た
点
や
、「
吉
備
国
」

の
名
が
天
武
十
一
年
ま
で
残
る
点
か
ら
み
る
と
、
輪
番
で
吉
備
国
造
職
を
継
い
で
い

た
備
前
・
備
中
の
国
造
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
に
国
造
家
を
名
乗
る
以
前
に
、
総
じ
て
「
吉

備
国
造
」
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
国
造
吉
備
臣
山
」（
雄
略
七
年

紀
分
注
）
の
ご
と
き
呼
称
は
、
つ
ぎ
の
播
磨
国
造
の
場
合
と
同
様
に
、「
吉
備
国
造
」

を
指
す
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

播
磨
国
に
は
播
磨
・
播
磨
鴨
・
明
石
三
国
造
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
播
磨
・
播

磨
鴨
二
国
造
は
市
川
水
系
の
神
前
・
飾
磨
郡
域
と
そ
の
東
へ
ひ
ろ
が
る
賀
毛
郡
西
部

域
に
拠
点
を
有
し④
、
国
造
家
と
し
て
は
播
磨
直
・
佐
伯
直
・
山
直
三
氏
が
国
造
職
を

奉
じ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
山
直
氏
が
播
磨
鴨
国
造
家
に
あ
た
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
播
磨
鴨
国
造
の
名
は
『
国
造
本
紀
』
に
し
か
み
え
な

い
。『

播
磨
風
土
記
』
で
は
賀
毛
郡
楢
原
里
条
に
「
国
造
黒
田
別
」「
国
造
許
麻
」
の
名

が
み
え
、
こ
れ
が
播
磨
鴨
国
造
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
飾
磨
郡
安
相
里

条
に
み
え
る
「
国
造
豊
忍
別
命
」
は
播
磨
国
造
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
播
磨
風

土
記
』
は
、
播
磨
国
造
と
播
磨
鴨
国
造
の
べ
つ
な
く
単
に
「
国
造
」
と
呼
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。『
播
磨
風
土
記
』
で
は
出
雲
・
因
幡
な
ど
の
国
造
に
つ
い
て
は
、
例
外
な

く
ク
ニ
の
名
を
冠
し
て
「
出
雲
国
造
」「
因
幡
国
造
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
、こ

こ
に
い
う
「
国
造
」
三
例
に
つ
い
て
も
「
播
磨
国
造
」
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
天
平
六
年
に
播
磨
国
賀
茂
郡
既
多
寺
で
お
こ
な
わ
れ
た
写
経
『
大
智
度
論
』

の
奥
書
に
み
え
る
氏
族
名
は
、
播
磨
国
賀
茂
・
神
前
郡
周
辺
の
豪
族
一
覧
と
も
い
わ

れ
る
史
料
で
あ
り
、
総
数
六
十
五
例
中
、「
針
間
国
造
」（
二
十
七
例
）
の
ほ
か
に
山
直
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（
九
例
）、
播
磨
直
（
六
例
）、
佐
伯
直
（
五
例
）
な
ど
が
み
え
る
が
、
鴨
を
名
乗
る
氏
族

名
は
み
ら
れ
な
い
（
ほ
か
に
諸
姓
十
三
例
・
僧
侶
五
例
）。
し
て
み
れ
ば
播
磨
鴨
国
造
の

名
は
、
賀
毛
郡
の
西
部
域
に
拠
点
を
有
し
た
山
直
氏
が
そ
の
居
地
の
名
に
因
ん
で
後

世
に
名
乗
っ
た
国
造
名
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
明
石
国
造
も
『
国
造
本
紀
』
に
の
み
見
え
る
国
造
名
で
あ
る⑤
。
と
こ
ろ
で

赤
石
郡
の
縮
見
屯
倉
に
い
た
オ
ケ
・
ヲ
ケ
二
王
は
、
山
部
連
小
楯
を
介
し
て
賀
毛
郡

の
「
国
造
許
麻
之
女
根
日
女
命
」
に
求
婚
し
て
い
る
（『
播
磨
風
土
記
』
賀
毛
郡
楢
原
里

条
）。
し
て
み
れ
ば
「
国
造
許
麻
」（
山
直
氏
）
の
上
級
氏
族
で
あ
っ
た
山
部
連
小
楯
が

播
磨
国
司
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
赤
石
郡
の
縮
見
屯
倉
は
、
播
磨
国
造
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
明
石
国
造
と
縮
見
屯
倉
と
の

関
連
を
示
す
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
ち
な
み
に
播
磨
国
の
国
造
田
が
六
町
で
あ
る
こ

と
は
、
播
磨
鴨
国
造
や
明
石
国
造
が
後
代
に
架
上
さ
れ
た
と
す
る
上
の
推
定
と
も
矛

盾
し
な
い
。

す
な
わ
ち
播
磨
直
や
佐
伯
直
、
山
直
ら
が
、
ほ
ぼ
の
ち
の
令
制
播
磨
国
に
あ
た
る

範
囲
を
支
配
し
て
お
り
、そ
の
範
囲
内
に
朝
廷
が
八
〜
九
つ
の
ミ
ヤ
ケ
を
設
定
し
て
、

そ
の
管
理
者
と
し
て
そ
れ
ら
の
豪
族
を
「
播
磨
国
造
」
に
任
命
し
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る⑥
。

さ
て
篠
川
氏
は
「
国
司
の
ク
ニ
の
内
部
に
い
く
つ
か
の
国
造
の
ク
ニ
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
「
ク
ニ
」
と
呼
ば
れ
、「
国
」
と
表
記
さ
れ
た
と
み
る
の
は
、
い
か
に
も
不
自

然
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
篠
川
論
文 

七
五
頁
）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
国
造
制
が
「
一
国

一
国
造
」
を
基
本
と
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ク
ニ
の
分
布
範
囲
と
令
制
国
の
領
域
は

一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
不
自
然
さ
も
幾
分
か
は
取
り
除
か
れ
よ
う⑦
。

む
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
国
造
の
ク
ニ
が
そ
の
ま
ま
令
制
国
へ
変
わ
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
豪
族
の
所
領
の
内
部
に
ミ
ヤ
ケ
な
ど
の
朝
廷
領
が
点
定
さ

れ
、
そ
れ
ら
朝
廷
領
の
総
体
が
ク
ニ
と
呼
ば
れ
、
豪
族
が
そ
の
管
理
者
（
国
造
）
に
任

命
さ
れ
、朝
廷
は
使
者
（
国
司
）
を
派
遣
し
て
そ
の
収
取
に
あ
た
る
と
い
う
関
係
を
想

定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
豪
族
の
所
領
が
令
制
国
司
制
の
も
と
で
公
領
と

し
て
領
域
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
令
制
国
と
な
っ
た
と
み
れ
ば
、
ク
ニ

か
ら
国
へ
の
変
遷
は
系
統
的
な
関
係
の
も
と
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、『
常
陸
風
土
記
』「
総
記
」
を
文
字
通
り
に
読
め
ば
、
確
か
に
「
大
化
以
前

の
新
治
・
筑
波
・
茨
城
・
那
賀
・
久
慈
・
多
珂
の
六
国
造
の
ク
ニ
を
合
わ
せ
た
範
囲

が
令
制
国
と
し
て
の
常
陸
国
の
範
囲
に
相
当
す
る
、
と
い
う
解
釈
」（
篠
川
論
文 

六
七

頁
）
に
導
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
評
記
事
か
ら
も
、
国
造
の
ク
ニ
と
ク
ニ
と
が
接
し

て
い
た
と
い
う
理
解
に
導
か
れ
る
。
し
か
し
私
が
「
六
国
造
の
支
配
地
域
を
併
せ
た

も
の
が
令
制
の
常
陸
国
の
国
域
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
と
い
う
前
提
が
未
証
明
で
あ
る
」

と
述
べ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
前
節
に
述
べ
た
国
造
制
の
一
般
的
な
性
格
を
踏
ま
え

て
、
そ
れ
を
常
陸
国
に
及
ぼ
し
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
ひ
と
つ
の
理
由
は
、『
常
陸
風
土
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
つ
ぎ

の
史
料
に
あ
る
。『
常
陸
風
土
記
』
香
島
・
多
珂
郡
条
に
は
、
大
化
五
年
に
「
割
下
総

国
海
上
国
造
部
内
軽
野
以
南
一
里
、
那
賀
国
造
部
内
寒
田
以
北
五
里
、
別
置
神
郡
」

と
あ
り
、
ま
た
白
雉
四
年
に
多
珂
国
造
と
石
城
評
造
と
が
「
以
所
部
遠
隔
、
往
来
不

便
、分
置
多
珂
石
城
二
郡
」
し
た
と
い
う
。「
部
内
」「
所
部
」
の
古
訓
は
と
も
に
「
く

ぬ
ち
（
く
に
の
う
ち
）」
と
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
『
日
本
書
紀
』
を
み
る
と
、
こ
れ
に
先
立
つ
大
化
元
年
八
月
に
、
建
評

の
準
備
（
造
戸
籍
・
校
田
畝
）
の
た
め
に
、
東
国
等
国
司
が
発
遣
さ
れ
て
任
地
へ
赴
い

た
。
こ
の
時
に
朝
廷
は
国
司
ら
に
対
し
て
、「
在
国
不
得
判
罪
」「
以
公
事
往
来
之
時
、

得
騎
部
内
之
馬
、
得

部
内
之
飯
」「
莫
因
官
勢
、
取
公
私
物
、
可
喫
部
内
之
食
、
可

騎
部
内
之
馬
」、「
莫
於
任
所
、
自
断
民
之
所
訴
」
な
ど
と
禁
止
事
項
を
細
か
く
指
示

し
て
い
る
。
な
お
『
日
本
書
紀
』
の
「
部
内
」
に
は
古
訓
「
く
に
の
う
ち
」
が
付
さ

れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
指
示
は
し
ば
し
ば
守
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
翌
二
年
三
月
の
功

過
の
お
り
に
、
朝
廷
は
「
朝
集
使
及
び
諸
国
造
ら
」
の
報
告
を
受
け
、
違
反
例
を
挙
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げ
て
国
司
を
問
責
し
た
。
そ
の
際
の
問
責
事
項
と
し
て
、「
於
百
姓
中
、
毎
戸
求
索
」、

「
取
田
部
馬
」、「
取
国
造
之
馬
」、「
使
人
於
朝
倉
君
・
井
上
君
二
人
之
所
、
而
為
牽
来

其
馬
視
之
、
復
使
朝
倉
君
作
刀
、
復
得
朝
倉
君
之
弓
布
」、「
以
国
造
所
送
兵
代
之
物
、

不
明
還
主
、
妄
伝
国
造
」、「
取
湯
部
之
馬
」、「
判
菟
礪
人
之
所
訴
、
及
中
臣
徳
之
奴

事
」「
三
国
人
所
訴
、
有
而
未
問
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
部
内
」
以
外
の
馬
や
食
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
君
・
井
上

君
ら
在
地
首
長
は
も
ち
ろ
ん
国
造
や
部
民
（
田
部
・
湯
部
）
の
私
有
物
で
さ
え
、
国
司

が
侵
し
て
は
な
ら
な
い
「
部
外
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
国

司
や
国
造
・
評
造
ら
に
と
っ
て
ク
ニ
ノ
ウ
チ
（
部
内
・
所
部
）
と
い
う
の
は
、
そ
の
直

接
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
ク
ニ
（
朝
廷
領
）
の
内
部
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

し
て
み
れ
ば
ま
た
、
孝
徳
朝
に
我
姫
国
を
八
国
に
分
け
た
と
い
う
場
合
の
「
常
陸

国
」
も
、
朝
廷
領
（
東
国
国
司
の
「
部
内
」）
に
限
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、「
部

外
」
を
想
定
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
令
制
の
「
常
陸
国
」
と
同
じ
も
の
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
常
陸
の
六
国
造
の
ク
ニ
を
併
せ
た
範
囲
が
そ
の
ま
ま
令
制
常
陸

国
の
範
囲
に
相
当
す
る
と
い
う
前
提
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
国
司
国
造
の
「
部
内
」（
ク
ニ
ノ
ウ
チ
）
に
限
定
し

て
み
れ
ば
、「
朝
廷
領
」
と
い
う
語
も
い
っ
そ
う
具
体
性
を
も
っ
て
く
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か⑧
。

人
間
と
土
地
と
を
二
元
的
に
捉
え
て
い
た
大
化
前
代
の
国
制
（
後
述
）
に
あ
っ
て

は
、
国
造
と
そ
の
ク
ニ
は
、
伴
造
と
そ
の
ト
モ
に
対
応
す
る
概
念
で
あ
り
、
ト
モ
が

朝
廷
所
属
民
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ク
ニ
は
朝
廷
領
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
廷

領
に
は
古
来
、
ア
ガ
タ
（
県
）、
ミ
タ
（
屯
田
）、
ミ
ヤ
ケ
（
屯
倉
・
官
家
）、
コ
ホ
リ

（
県
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
と
形
態
が
あ
っ
た
が
、
推
古
朝
頃
に
は
ミ
ヤ
ケ
を
構
成

単
位
と
し
て
ク
ニ
（
国
）
―
コ
ホ
リ
（
県
）
制
に
統
一
さ
れ
た⑨
。

例
え
ば
播
磨
国
に
は
八
つ
な
い
し
九
つ
の
ミ
ヤ
ケ
が
あ
っ
た
が
（
縮
見
・
益
気
・
牛

鹿
・
飾
磨
・
枚
方
・
多
志
野
・
越
部
・
中
川
・
川
辺
な
ど
）、
そ
れ
ら
は
播
磨
の
各
地
に
分

散
し
て
い
て
、
纏
ま
っ
た
領
域
を
形
成
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
篠

川
氏
が
、
那
賀
と
海
上
の
ク
ニ
、
茨
城
と
那
珂
の
ク
ニ
、
久
慈
と
多
珂
の
ク
ニ
が
隣

接
し
て
い
た
と
さ
れ
る
場
合
、
常
陸
国
の
特
殊
性
（
一
国
七
国
造
と
い
う
ご
と
き
）
を

考
慮
に
入
れ
て
も
な
お
、
ク
ニ
と
ク
ニ
と
で
は
な
く
、
そ
の
構
成
単
位
で
あ
る
ミ
ヤ

ケ
と
ミ
ヤ
ケ
と
が
隣
接
し
て
い
た
可
能
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
間
に
広
狭
の
差
は
あ
れ

豪
族
の
所
領
（
非
朝
廷
領
）
が
存
在
し
た
可
能
性
を
す
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。播

磨
の
屯
倉
群
が
、
山
陽
道
―
出
雲
道
を
東
西
に
結
ぶ
要
地
や
、
但
馬
と
播
磨
平

野
と
を
南
北
に
結
ぶ
要
衝
に
点
々
と
設
定
さ
れ
、
縦
横
の
幹
道
が
交
叉
す
る
地
点
に

播
磨
国
造
（
播
磨
直
・
山
直
・
佐
伯
直
）
が
配
置
さ
れ
て
い
た
状
況
を
み
れ
ば
、
国
造

制
下
に
お
け
る
朝
廷
の
支
配
は
点
と
点
を
結
ぶ
線
の
か
た
ち
で
機
能
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

『
常
陸
風
土
記
』
多
珂
郡
条
に
、成
務
朝
ご
ろ
建
御
狭
日
命
が
多
珂
国
造
と
し
て
赴

任
し
た
時
「
以
久
慈
堺
之
助
河
、
為
道
前
（
分
注
略
）、
陸
奥
国
石
城
郡
苦
麻
之
村
、

為
道
後
」
と
し
て
多
珂
国
を
設
定
し
た
と
い
う
場
合
に
も
、
こ
れ
を
多
珂
国
造
建
御

狭
日
命
の
領
域
的
支
配
と
み
る
の
で
な
く
、
ミ
ヤ
ケ
と
道
と
の
関
係
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
往
来
の
道
路
は
江
海
の
津
済
を
隔
て
ず
、
郡
郷
の
境
堺

は
山
河
の
峯
谷
に
相
続
け
れ
ば
、
直ひ

た
み
ち通

の
義
を
取
り
て
」
常
陸
国
と
名
付
け
た
と
い

い
（『
常
陸
風
土
記
』
総
記
）、東
国
（
吾
姫
ノ
国
）
を
「
吾
姫
ノ
道
」「
東
方
八
道
」「
東

方
十
二
道
」
な
ど
と
呼
ん
だ
の
も
、
ク
ニ
と
道
と
の
そ
う
し
た
関
係
を
前
提
と
し
て

理
解
さ
れ
よ
う
。「
所
部
遠
隔
、
往
来
不
便
」（
同
・
多
珂
郡
条
）
と
い
う
困
難
は
、
道

（
線
）
の
上
に
コ
ホ
リ
（
点
）
を
増
置
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
解
決
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
朝
廷
に
よ
る
全
国
的
な
領
域
（
面
的
）
支
配
は
、国
造
制
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
こ
う
し
た
段
階
を
踏
ん
だ
の
ち
に
初
め
て
達
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。



五

国
造
と
そ
の
ク
ニ
に
つ
い
て
（
再
論
）

1229

﹇
２
﹈
ク
ニ
と
コ
ホ
リ
と
の
関
係

つ
ぎ
に
第
二
点
の
、
評
制
施
行
後
の
国
（
ク
ニ
）
と
評
（
コ
ホ
リ
）
と
の
関
係
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
推
古
朝
〜
大
化
前
代
の
ク
ニ
（
国
造
）
―
コ
ホ
リ
（
県
稲
置
）

制
の
も
と
で
は
ク
ニ
と
コ
ホ
リ
は
上
下
の
統
轄
関
係
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
国

（
国
司
）
―
評
（
評
造
）
制
が
敷
か
れ
た
大
化
―
大
宝
間
の
状
況
を
み
る
と
、
国
造
の

ク
ニ
の
内
部
に
コ
ホ
リ
（
評
）
が
建
て
ら
れ
て
評
造
が
国
造
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た

と
い
う
こ
と
を
示
す
積
極
的
な
史
料
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
吉
備
道
中
国

加
夜
評
」（
飛
鳥
池
木
簡
88
）
や
「
吉
備
中
国
下
道
評
」（
藤
原
京
木
簡
）、「
上

国
阿

波
評
」（
藤
原
宮
木
簡
115
）
な
ど
の
例
を
み
る
と
、
評
を
管
轄
し
て
い
た
の
は
国
造
で

は
な
く
国
司
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る⑩
。

ま
た
斉
明
五
年
紀
の
出
雲
国
造
某
が
「
神
之
宮
」
を
厳
修
し
た
と
い
う
記
事
に
つ

い
て
、
篠
川
氏
は
出
雲
国
造
が
出
雲
評
を
所
管
し
た
こ
と
を
示
す
事
例
と
さ
れ
る
。

「
神
之
宮
」
が
出
雲
大
社
を
指
す
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
私
も
同
様
に
考
え
る
が
、意

宇
郡
を
本
拠
と
し
た
出
雲
国
造
が
出
雲
郡
の
出
雲
大
社
を
造
営
し
た
の
は
、
あ
く
ま

で
も
国
家
祭
祀
上
の
こ
と
で
あ
り
、
行
政
的
に
出
雲
郡
治
に
関
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
出
雲
臣
が
出
雲
郡
や
神
門
郡
に
郡
司
を
輩
出
し
て
い
な
い
事
実

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

香
島
郡
条
に
つ
い
て
も
「
割
下
総
国
海
上
国
造
部
内
軽
野
以
南
一
里
、
那
珂
国
造

部
内
寒
田
以
北
五
里
、
別
置
神
郡
」
と
い
う
表
現
は
、
海
上
国
・
那
賀
国
か
ら
の
神

郡
（
香
島
郡
）
の
分
立
を
意
味
し
て
い
る
と
み
る
べ
く
、「
新
設
の
香
島
評
が
そ
の
後

は
那
賀
国
造
の
部
内
に
編
成
さ
れ
た
」（
篠
川
論
文 

六
八
頁
）
と
解
釈
す
る
の
は
、「
別

置
」
と
い
う
文
字
か
ら
も
困
難
で
あ
る
。
香
島
郡
が
い
ず
れ
の
ク
ニ
の
所
属
と
も
明

記
さ
れ
な
い
の
は
そ
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

ま
た
天
武
五
年
八
月
辛
亥
条
の
大
祓
（
四
方
の
大
解
除
）
の
記
事
（
後
掲
史
料
）
に
お

い
て
、
馬
な
ど
の
祓
柱
の
供
出
が
「
国
別
国
造
」「
郡
司
各
」「
戸
毎
」
に
課
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
史
料
は
国
造
の
配
下
に
複
数
の
郡
司
が
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は

な
い
。
郡
司
各
の
「
各
」
は
、戸
毎
の
「
毎
」
と
同
様
、分
立
し
た
複
数
の
郡
司
（
評

造
）
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
国
造
と
評
造
と
の
間
に
は
、そ

の
出
自
の
相
違
か
ら
優
劣
の
身
分
意
識
は
あ
っ
た
に
は
違
い
な
い
が
、
制
度
上
で
は

両
者
は
同
格
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
篠
川
氏
は
天
武
末
年
の
国
境
確
定
事
業
（
天
武
十
二
年
十
二
月
丙
寅
、同
十
三
年

十
月
辛
巳
、同
十
四
年
十
月
己
丑
の
各
条
）
に
よ
っ
て
令
制
国
が
成
立
し
た
と
考
え
て
お

ら
れ
る
が
、
令
制
国
司
制
の
成
立
と
国
境
確
定
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
む
し
ろ
後
者
は
、
前
者
の
実
効
支
配
の
成
立
に
継
起
し
て
行
わ
れ
た
施
策
と

み
て
、こ
こ
に
も
前
者
か
ら
後
者
へ
の
段
階
的
な
展
開
を
見
出
す
の
が
よ
い
と
思
う
。

す
な
わ
ち
国
境
確
定
事
業
は
国
司
・
郡
司
制
の
整
備
と
相
俟
っ
て
初
め
て
朝
廷
に
よ

る
全
国
土
の
領
域
支
配
を
完
成
せ
し
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
篠
川
氏
は
「
孝
徳
朝
に
お
け
る
評
制
の
施
行
は
、
ク
ニ
を
再
編
す
る
と
と
も

に
、ク
ニ
の
内
部
（
国
造
部
内
）
の
す
べ
て
を
コ
ホ
リ
と
い
う
人
間
集
団
に
分
割
し
て

統
治
す
る
、と
い
う
政
策
で
あ
っ
た
と
考
え
」
て
お
ら
れ
る
（
篠
川
論
文 

六
九
頁
）。
し

か
し
コ
ホ
リ
を
人
間
集
団
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
は
、
コ
ホ
リ
を
領
域
概
念
と
す
る

見
方
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
一
面
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
受
け
入
れ
難
い
。
土
地
と

そ
の
耕
作
者
で
あ
る
人
間
と
を
切
り
離
し
て
は
、
政
治
的
「
領
域
」
と
し
て
の
意
味

が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
孝
徳
朝
に
お
い
て
「
造
戸
籍
・
校
田
畝
」
を
通
じ
て
ク
ニ
を

再
編
し
、
ク
ニ
・
評
制
を
採
用
し
た
の
は
、
大
化
前
代
の
二
元
的
把
握
を
改
め
て
、

土
地
と
人
間
と
を
一
元
的
に
（
す
な
わ
ち
領
域
的
に
）
掌
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
主

た
る
目
標
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る⑪
。

ま
ず
大
化
前
代
の
土
地
と
耕
作
者
と
の
二
元
的
関
係
が
比
較
的
明
ら
か
な
播
磨
の

ミ
ヤ
ケ
に
つ
い
て
み
よ
う
。『
播
磨
風
土
記
』
飾
磨
郡
条
に
よ
れ
ば
、仁
徳
朝
に
「
意

伎
・
出
雲
・
伯
耆
・
因
幡
・
但
馬
」
の
五
国
造
を
「
播
磨
国
に
退や

ら

ひ
て
田
を
作
ら
し

め
」、
こ
れ
ら
の
田
を
「
意
伎
田
・
出
雲
田
・
伯
耆
田
・
因
幡
田
・
但
馬
田
」
と
呼
ん
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だ
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
耕
営
の
主
体
は
山
陰
の
五
国
造
で
あ
る
が
、
土
地
の
提
供

者
は
播
磨
国
造
で
あ
ろ
う
。
ま
た
収
穫
し
た
稲
を
収
納
す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
飾

磨
ノ
御み

や
け宅

が
造
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
管
理
は
播
磨
国
造
に
委
ね
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
ち
な
み
に
飾
磨
ノ
御
宅
は
船
場
川
（
市
川
の
旧
本
流
）
沿
い
の
姫
路
市
飾
磨

区
三
宅
が
遺
称
地
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
五
国
造
の
田
の
所
在
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
飾
磨
区
三
宅
の
北
に
安
相
里
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
伝

承
を
伝
え
て
い
る⑫
。

「
安
相
里　

長
畝
川
。
土
中
中
。
右
、
安
相
里
と
称い

ふ
所
以
は
、
品
太
天
皇
、
但
馬

よ
り
巡
行
せ
し
時
、
道
す
が
ら
、
御み

か
げ冠

を
刺
さ
ざ
り
き
。
故
に
陰か

げ
や
ま
の
さ
き

山
前
と
号
ふ
。
仍

り
て
国
造
豊と

よ
お
し
わ
け

忍
別
命
、
名
を
剥
ぎ
と
ら
れ
き
。
時
に
、
但
馬
国
造
阿あ

こ

ね
胡
尼
命
、
申
し

給
ひ
、
此
に
依
り
て
罪
を
赦
し
き
。
即
ち
、
塩し

ほ
で代

田
二
十
千ち

し
ろ代

を
奉
り
て
名
を
有た

も

て

り
。
塩
代
田
の
佃

た
つ
く
りは

、但
馬
国
朝あ

さ
こ來

の
人
、到
來
た
り
て
こ
こ
に
居
れ
り
。
故
に
安あ

さ
こ相

里
と
号
ふ
。
も
と
の
名
は
沙あ

さ
こ
べ部

と
云
ふ
。
後
に
里
名
は
字
を
改
め
て
二
字
に
注
す
る

に
依
り
、
安
相
里
と
す
。（
下
略
）」

こ
れ
に
よ
る
と
、応
神
朝
に
播
磨
国
造
豊
忍
別
命
が
、贖
罪
の
た
め
塩
代
田
二
十
千

代
を
奉
っ
た
が⑬
、
そ
れ
は
土
地
だ
け
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
開
発
・
耕
営
に
は
但

馬
国
造
阿
胡
尼
命
が
但
馬
国
朝
來
の
人
を
佃
（
田
部
）
と
し
て
移
住
さ
せ
て
当
た
っ
た

と
い
う
。
こ
の
佃
が
沙

い
さ
ご

部
と
呼
ば
れ
、
安あ

さ
こ相

里
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
位
置
か
ら
み
る
と
こ
の
「
塩
代
田
二
十
千
代
」
と
い
う
の
が
上
記
の
但
馬
田

に
あ
た
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
飾
磨
ミ
ヤ
ケ
は
、
五
国
造
ら
が
率
い
て
き
た
山
陰
諸
国
の
農
民

に
よ
っ
て
耕
営
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
越
部
ミ
ヤ
ケ
に
お
い
て
も
同
様
で
、

越
部
里
（
旧
名
は
皇
子
代
村
）
は
安
閑
朝
に
但
馬
君
小
津
に
よ
っ
て
開
発
・
耕
営
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
耕
作
者
は
但
馬
国
の
三
宅
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ち

な
み
に
越
部
里
は
、
持
統
朝
に
三
十
戸
で
一
里
を
編
ん
だ
と
い
う
小
規
模
な
集
落
で

あ
っ
た
（
揖
保
郡
越
部
里
条
）。

揖
保
郡
枚
方
里
佐
岡
の
地
も
ミ
ヤ
ケ
の
一
つ
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
も
ま
た

仁
徳
朝
に
筑
紫
田
部
を
呼
ん
で
開
発
さ
せ
た
と
伝
え
る
。
ま
た
神
前
郡
多
駝
里
条
に

よ
れ
ば
、
川
辺
里
の
三み

や
け家

は
応
神
朝
に
多
駝
里
の
地
へ
渡
来
し
た
百
済
人
ら
の
子
孫

が
開
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

土
地
と
耕
作
民
と
の
二
元
的
把
握
は
播
磨
の
み
の
特
殊
事
情
で
は
な
い
。『
日
本
書

紀
』
景
行
五
十
七
年
条
の
「
諸
国
に
令
し
て
田
部
・
屯
倉
を
興
つ
」
と
い
う
記
事
が

す
で
に
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、『
古
事
記
』
景
行
段
は
い
っ
そ
う
明
確
に
「
倭

屯
家
」
の
設
定
と
「
田
部
」
の
設
定
と
を
書
き
分
け
て
い
る
。
な
お
「
倭
屯
田
及
屯

倉
」
は
「
御
宇
帝
皇
之
屯
田
」
と
し
て
倭
国
造
（
倭
直
祖
麻
呂
）
が
管
掌
し
、
出
雲
国

造
（
出
雲
臣
之
祖
淤
宇
宿
祢
）
が
屯
田
司
と
し
て
経
営
に
あ
た
っ
た
と
い
う
伝
承
を
も

つ
（
仁
徳
前
紀
）。
こ
れ
も
ま
た
播
磨
の
諸
ミ
ヤ
ケ
と
同
様
に
、
土
地
の
提
供
（
倭
国

造
）
と
耕
作
民
の
編
成
（
出
雲
国
造
）
と
が
別
々
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

ま
た
春
日
皇
女
に
「
匝
布
屯
倉
を
賜
ひ
て
妃
の
名
を
萬
代
に
表
す
」（
継
体
八
年
紀
）

と
い
う
の
も
、
匝
布
屯
倉
に
春
日
部
を
置
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
三

嶋
竹
村
屯
倉
で
は
三
嶋
県
主
飯
粒
が
土
地
を
奉
り
、
大
河
内
直
味
張
が
「
毎
郡
、
钁

丁
春
時
五
百
丁
、
秋
時
五
百
丁
」
を
奉
っ
た
。
こ
れ
は
季
節
労
働
に
よ
る
耕
営
法
で

あ
っ
た
が
、
の
ち
に
「
河
内
県
の
部
曲
を
田
部
と
」
し
た
と
い
う
。
ま
た
安
閑
天
皇

は
、
子
の
な
い
妃
た
ち
の
た
め
に
屯
倉
を
興
し
、
小
墾
田
・
桜
井
・
茅
渟
山
な
ど
の

屯
倉
に
は
「
毎
国
田
部
」
を
、難
波
屯
倉
に
は
「
毎
郡
钁
丁
」
を
置
い
た
（
安
閑
元
年

紀
）。
こ
れ
も
ま
た
田
部
や
钁
丁
に
妃
ら
の
名
を
付
し
て
「
前
迹
を
顕
は
し
め
」
た
の

で
あ
ろ
う
。
倭
国
高
市
郡
の
身
狭
屯
倉
で
は
百
済
人
や
高
麗
人
が
田
部
と
さ
れ
た（
欽

明
十
七
年
紀
）。

孝
徳
朝
の
初
期
に
も
、
子
代
之
民
・
部
曲
之
民
・
子
代
入
部
・
御
名
入
部
な
ど
の

耕
作
民
と
、
処
々
屯
倉
・
処
々
田
荘
・
其
屯
倉
な
ど
の
土
地
と
が
区
別
し
て
記
さ
れ

て
い
る
（
大
化
二
年
の
改
新
詔
第
一
条
・
皇
太
子
奏
請
文
な
ど
）。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
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と
、
大
化
前
代
に
は
有
力
豪
族
や
首
長
た
ち
が
国
造
・
県
稲
置
な
ど
に
任
じ
ら
れ
て
、

土
地
と
耕
作
民
と
を
そ
れ
ぞ
れ
に
貢
上
し
て
屯
倉
を
機
能
さ
せ
る
と
い
う
の
が
一
般

的
な
か
た
ち
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
ミ
ヤ
ケ
設
定
に
際
し
て
先
住
者
が
追
い
払
わ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
話
が
皆
無

で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
朝
廷
領
（
ク
ニ
）
が
設
定
さ
れ
た
土
地
は
、
原
則
と
し
て
、

豪
族
領
内
に
あ
る
無
主
の
土
地
（
未
墾
あ
る
い
は
耕
作
者
の
い
な
い
土
地
）
で
あ
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
ミ
ヤ
ケ
設
定
伝
承
の
多
く
が
開
発
行
為
に
始
ま
る
こ
と
、
ま
た

そ
の
後
の
経
営
に
お
い
て
も
土
地
と
人
民
と
が
別
々
に
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

は
こ
の
推
定
を
裏
書
き
す
る
。

し
か
し
大
化
元
年
に
東
国
と
倭
国
へ
国
司
（
使
者
）
が
派
遣
さ
れ
て
「
造
戸
籍
・
校

田
畝
」
が
行
わ
れ
た
の
ち
は
、
状
況
が
こ
と
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
大
化
の
段
階

で
初
め
て
土
地
と
耕
作
民
と
が
一
体
の
も
の
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。『
常
陸
風
土
記
』
を
み
る
と
、大
化
五
年
に
「
下
総
国
海
上
国
造
部
内
軽
野

以
南
一
里
、那
賀
国
造
部
内
寒
田
以
北
五
里
を
割
き
て
神
郡
を
別
置
す
」（
香
島
郡
条
）

と
あ
る
。「
国
造
ノ
部
内
ノ
軽
野
ノ
以
南
一
里
」と
い
う
表
現
か
ら
は
土
地
そ
の
も
の

の
分
割
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
一
里
」
は
お
そ
ら
く
も
と
の
史
料
に
は

「
五
十
戸
」
と
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、当
然
そ
れ
に
は
耕
作
者
を
伴
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
香
島
郡
（
神
郡
）
に
お
い
て
は
、
土
地
（
六
里
）
と

耕
作
民
（
三
百
戸
）
と
の
一
元
的
把
握
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
行
方
郡
条
（
白

雉
四
年
立
郡
）
に
も
類
似
の
表
現
が
あ
り
、同
様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
多
珂
郡

や
信
太
郡
の
場
合
は
、「
分
置
」
と
あ
っ
て
や
や
表
現
を
異
と
す
る
が
、
同
様
に
考
え

る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

要
す
る
に
大
化
改
新
で
は
、
朝
廷
領
に
お
い
て
、「
造
戸
籍
・
校
田
畝
」
と
い
う
手

続
き
を
経
て
、
土
地
と
人
民
を
一
元
化
し
、
在
来
の
ク
ニ
・
コ
ホ
リ
（
県
）
を
分
割

再
編
し
つ
つ
、
国
造
の
ク
ニ
の
ほ
か
に
多
数
の
コ
ホ
リ
（
評
）
を
創
り
出
し
て
い
っ

た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
篠
川
氏
は
、鎌
田
元
一
氏
の
説
（
鎌
田
二
〇
〇
一
、一
四
九
頁
）
を
承
け
て
、

た
と
え
ば
「
茨
城
国
造
小
乙
下
壬
生
連
麿
」
な
ど
と
あ
る
建
評
申
請
者
の
役
職
名
（
茨

城
国
造
）
と
冠
位
（
小
乙
下
）
に
つ
い
て
、
と
も
に
追
記
（
最
終
的
身
分
表
記
）
と
み
て

お
ら
れ
る
。
た
し
か
に
建
評
申
請
者
の
冠
位
は
追
記
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
役
職
も
ま
た
追
記
と
見
た
場
合
、
香
島
・
信
太
郡
条
で
は
冠
位
の
み
で
、
役
職
名

（
香
島
評
造
あ
る
い
は
神
評
造
、信
太
評
造
な
ど
）
が
追
記
さ
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
申
請
者
が
二
名
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
点
を
鎌
田
氏
は
強
調
し
、
こ
の
二
名

が
新
評
の
「
立
郡
人
」
と
な
っ
た
と
す
る
が
、
多
珂
郡
条
で
は
申
請
者
二
名
に
対
し

て
新
評
は
二
つ
あ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
原
則
も
崩
れ
て
く
る
。

な
お
多
珂
郡
条
を
石
城
郡
設
置
の
記
事
と
考
え
、
役
職
は
「
設
置
後
の
称
呼
を
前

に
遡
ら
せ
て
書
い
た
」
と
す
る
見
方
は
津
田
左
右
吉
氏
（『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
三
巻

二
〇
一
頁
）
に
始
ま
る
が
、多
珂
郡
条
が
石
城
評
設
置
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
あ
え
て
多
珂
郡
条
へ
載
せ
た
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
を
多
珂
評
設

置
の
記
事
と
み
れ
ば
不
自
然
で
は
な
い⑭
。
行
方
郡
条
や
多
珂
郡
条
の
申
請
者
が
行
方

評
造
や
多
珂
評
造
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
点
か
ら
み
て
も
、
や
は
り
茨
城
国
造
・
那
珂

国
造
・
多
珂
国
造
・
石
城
評
造
と
い
う
の
が
建
評
当
時
の
官
名
で
あ
っ
た
と
み
る
の

が
よ
い
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
の
史
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
条
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
と

お
り
、
香
島
・
行
方
・
多
珂
・
信
太
四
評
に
関
す
る
立
評
記
事
と
み
て
よ
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

こ
こ
で
国
造
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
国
造
の
職
務
は
何
よ
り

も
先
ず
、そ
の
領
域
内
に
設
定
さ
れ
た
ク
ニ
（
朝
廷
領
）
の
運
営
に
あ
っ
た
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
当
時
の
生
産
活
動
の
基
盤
は
水
稲
耕
作
に
あ
り
、
ク
ニ
の

主
た
る
機
能
も
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
朝
廷
領
の
設
定
と
労
働
編
成
、
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関
連
施
設
の
整
備
、
開
発
か
ら
耕
作
と
収
穫
に
至
る
管
理
、
租
税
の
徴
収
・
貢
進
・

収
蔵
な
ど
が
職
務
の
中
心
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
ク
ニ
が
「
道
」
と
も

称
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
朝
廷
領
を
結
ぶ
「
道
」
の
管
理
も
ま
た
重
要
な
任
務
で
あ
っ

た
（『
常
陸
風
土
記
』
総
記
・
多
珂
郡
条
、『
播
磨
風
土
記
』
飾
磨
郡
安
相
里
条
な
ど
）。

こ
れ
ら
は
国
造
の
恒
常
的
業
務
と
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
臨
時
の
付
帯
的
業
務
が

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
は
軍
事
・
外
交
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
半
島
へ
出
兵

し
て
新
羅
と
戦
っ
た
筑
紫
国
造
某
（
欽
明
十
五
年
十
二
月
紀
）、
倭
国
造
手
彦
（
欽
明

二
十
三
年
七
月
紀
）
な
ど
が
知
ら
れ
、
ま
た
百
済
の
朝
廷
に
仕
え
た
達
率
日
羅
の
父
火

葦
北
国
造
阿
利
斯
登
は
、
宣
化
朝
に
半
島
へ
遣
わ
さ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
の
地
に

い
た
人
で
あ
っ
た
。
な
お
紀
国
造
押
勝
は
、
日
羅
招
請
の
た
め
に
吉
備
海
部
直
羽
嶋

と
と
も
に
百
済
へ
遣
わ
さ
れ
た
（
敏
達
十
二
年
紀
）。
将
軍
来
目
皇
子
に
よ
る
新
羅
遠

征
が
計
画
さ
れ
た
と
き
に
は
「
諸
神
部
及
国
造
伴
造
等
并
軍
衆
二
万
五
千
人
」
と
い

う
軍
編
成
が
な
さ
れ
た
（
推
古
十
年
紀
）。

国
造
制
成
立
の
契
機
と
し
て
篠
川
氏
は
軍
事
的
機
能
を
と
く
に
重
視
し
て
お
ら
れ

る
（
篠
川
一
九
九
六
、一
三
四
頁
）。
し
か
し
半
島
出
兵
に
し
て
も
外
交
に
し
て
も
国
造

の
恒
常
的
業
務
と
は
言
え
ず
、
推
古
朝
の
軍
編
成
が
「
国
造
伴
造
等
并
軍
衆
」
と
さ

れ
て
い
る
の
を
み
て
も
国
造
に
つ
い
て
の
み
そ
の
軍
事
的
役
割
を
重
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
じ
っ
さ
い
の
軍
事
・
外
交
に
関
す
る
記
事
を
み
る
と
、
国
造
以
上
に
多

く
の
臣
連
伴
造
ら
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
舎
人
・
釆
女
の
貢
進
お
よ
び
仕
丁
や
部
民
の
貢
上
が
あ
る
。
た
だ
し
こ

れ
も
ま
た
国
造
独
自
の
職
務
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
釆
女
で
は
、
雄
略

朝
に
倭
国
造
が
貢
進
し
た
日
ノ
媛
の
例
が
あ
る
が
、
敏
達
天
皇
の
夫
人
で
あ
っ
た
釆

女
菟
名
子
の
場
合
は
、
父
は
伊
勢
大
鹿
首
小
熊
と
い
う
人
で
、
国
造
で
は
な
く
大
鹿

ミ
ヤ
ケ
の
屯
倉
首
ク
ラ
ス
の
首
長
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
部
の
貢
上
で
は
、
諸
国

造
ら
に
科
し
て
設
置
し
た
御
名
代
と
し
て
の
藤
原
部
（
允
恭
十
一
年
紀
）、
皇
后
・
大

倭
国
造
つ
い
で
臣
連
伴
造
国
造
に
よ
り
貢
上
さ
れ
た
宍
人
部
（
雄
略
二
年
紀
）
の
例
が

あ
る
。
し
か
し
部
民
設
定
に
お
け
る
国
造
の
関
与
は
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
。

第
三
に
神
事
が
あ
る
が
、津
田
左
右
吉
氏
の
い
う
国
魂
の
祭
祀
は
立
証
で
き
な
い
。

ま
た
大
祓
に
お
け
る
国
造
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
少

な
く
と
も
史
料
の
上
で
は
天
武
五
年
を
遡
ら
な
い
（
な
お
後
述⑮
）。

﹇
３
﹈
朝
廷
領
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

最
後
に
、第
三
点
の
ク
ニ
（
朝
廷
領
）
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お

き
た
い（
詳
細
は
神
崎
一
九
九
七
、一
九
九
九
．
三
、一
九
九
九
．
九
、二
〇
〇
一
．
六
参
看
の

こ
と
）。
こ
れ
に
は
大
き
く
四
つ
の
段
階
を
想
定
で
き
る
。

﹇
第
一
段
階
﹈

「
国
造
」
は
、
地
方
の
有
力
豪
族
を
地
方
官
（
ク
ニ
の
管
理
者
）
に
任
命
し
た
と
き

に
与
え
た
官
職
名
で
、
豪
族
そ
の
も
の
を
指
す
称
呼
で
は
な
い
。
朝
廷
領
は
、
初
期

に
は
臨
機
に
各
地
へ
設
定
さ
れ
、
ミ
タ
・
ミ
ヤ
ケ
・
ア
ガ
タ
・
コ
ホ
リ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
に
呼
ば
れ
て
い
た
が⑯
、
朝
廷
領
が
増
え
る
に
つ
れ
て
組
織
的
な
管
理
の
困
難
さ
が

表
面
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
朝
廷
は
、
各
地
に
散
在
す
る
朝
廷
領
を
、
豪
族

の
支
配
領
域
ご
と
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
「
ク
ニ
」
と
呼
び
、
そ
の
管
理
者
と
し
て

豪
族
を
「
国
造
」
に
任
じ
、「
国
司
（
使
者
）」
を
派
遣
し
て
管
掌
さ
せ
た
（
一
国
一
国

造
制
）。
た
と
え
ば
播
磨
国
造
は
縮
見
ほ
か
の
八
つ
（
な
い
し
九
つ
）
の
ミ
ヤ
ケ
を
、ま

た
武
蔵
国
造
は
横
渟
・
橘
花
・
多
氷
・
倉
樔
の
四
つ
の
ミ
ヤ
ケ
を
管
理
し
て
い
た
（
安

閑
元
年
閏
十
二
月
条
）。
こ
の
ミ
ヤ
ケ
群
が
そ
れ
ぞ
れ「
播
磨
の
ク
ニ
」「
武
蔵
の
ク
ニ
」

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
卓
越
し
た
豪
族
が
い
な
い
地
域
で
は
、
該
地
域

内
の
複
数
の
豪
族
が
、
輪
番
や
協
同
で
（
と
き
に
は
別
個
に
）、
国
造
を
つ
と
め
る
場

合
も
あ
っ
た
（
一
国
多
国
造
制
）。

さ
ら
に
ク
ニ
は
朝
廷
領
（
点
）
を
結
ぶ
道
（
線
）
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
、朝
廷
に
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よ
る
地
方
支
配
体
制
を
表
現
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。五
世
紀
後
半
頃
か
ら
対
外
的
・

対
内
的
に
宣
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
「
治
天
下
」
の
実
態
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
（
江
田
船

山
古
墳
出
土
大
刀
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
の
銘
文
な
ど⑰
）。

い
っ
ぽ
う
在
地
豪
族
に
と
っ
て
は
、
朝
廷
領
は
新
し
い
技
術
や
文
化
の
流
入
の
門

戸
と
な
り
、
さ
ら
に
舎
人
や
釆
女
を
貢
上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
積
極
的

に
そ
れ
ら
の
技
術
・
文
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

朝
廷
領
の
経
営
や
舎
人
・
釆
女
の
貢
上
な
ど
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
義
務
で
あ
る
と

同
時
に
特
権
で
も
あ
っ
た
。
筑
紫
国
造
磐
井
が
近
江
毛
野
臣
に
「
今
為
使
者
、
昔
為

吾
伴
、
摩
肩
触
肘
、
共
器
同
食
」（
継
体
二
十
一
年
紀
）
と
語
っ
た
と
い
う
話
も
、
磐

井
自
身
が
か
つ
て
舎
人
な
ど
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
物
語
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
『
常
陸
風
土
記
』
総
記
に
「
各
遣
造
別
令
検
校
」
と
あ
る
記
述
も
必
ず

し
も
造
作
と
は
い
え
な
い
。
国
造
の
子
弟
は
舎
人
と
し
て
朝
廷
へ
出
仕
し
、
国
造
の

代
替
わ
り
に
は
彼
等
が
帰
郷
し
て
国
造
を
継
ぐ
場
合
が
多
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
そ
う

し
た
場
合
、
朝
廷
側
に
も
国
造
側
に
も
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
地
方
官
と
い
う
認

識
や
自
負
が
生
ま
れ
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る⑱
。

こ
う
し
た
体
制
は
、
倭
王
武
が
「
東
は
毛
人
を
征
す
る
こ
と
五
十
五
国
、
西
は
衆

夷
を
服
す
る
こ
と
六
十
六
国
、
渡
り
て
海
北
を
平
ぐ
る
こ
と
九
十
五
国
。
王
道
融
泰

に
し
て
、
土
を
廓
き
畿
を
遐
に
す
」
と
豪
語
し
た
よ
う
に
、
雄
略
朝
頃
に
は
す
で
に

相
当
程
度
に
進
展
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
「
国
造
」
と
い
う
官
職
名
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
明
確

で
は
な
い
。
篠
川
氏
は
、
継
体
紀
の
筑
紫
国
造
や
安
閑
紀
の
伊
甚
国
造
・
武
蔵
国
造

な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
造
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
ず
、
磐
井
乱
後
の
六
世
紀
中

葉
に
国
造
制
が
成
立
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
（
篠
川
一
九
九
六
、一
一
七
頁
）。
し
か

し
二
造
（
伴
造
・
国
造
）
を
朝
廷
の
機
構
の
う
え
で
対
を
な
す
官
職
と
み
た
場
合
に
、

伴
造
（
ト
モ
）
制
の
整
備
が
雄
略
朝
ご
ろ
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
、「
臣
連
伴
造
国
造
」

と
い
う
連
称
が
雄
略
朝
の
初
年
に
初
見
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
伴
造
制
の
中
核
に
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
大
伴
氏
が
、
雄
略
朝
初
年
に
初
め
て
大
連
に
な
り
、
そ
の
後
、
磐
井

乱
を
契
機
に
失
脚
し
て
大
連
の
地
位
を
失
い
、
か
わ
っ
て
物
部
大
連
が
台
頭
し
て
く

る
と
い
う
状
況
（
神
崎
一
九
七
二
）
を
勘
案
す
る
と
、
伴
造
制
と
と
も
に
国
造
制
も
ま

た
雄
略
朝
に
成
立
し
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
治
天
下
」の
観
念
も
全
国
的

規
模
で
の
国
造
制
の
成
立
と
無
関
係
と
は
考
え
難
い
。

﹇
第
二
段
階
﹈

豪
族
の
領
域
内
に
は
多
く
の
自
立
的
首
長
が
お
り
、
か
れ
ら
は
国
造
の
も
と
で
屯

倉
阿
弭
古
や
屯
倉
首
な
ど
と
し
て
朝
廷
領
の
管
理
の
実
務
に
も
あ
た
っ
て
い
た
が
、

朝
廷
と
の
直
接
の
関
係
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
村
首
に
注
し
て「
首
は
長
な
り
」

（
大
化
二
年
三
月
甲
申
詔
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
首
」
は
朝
廷
と
の
関
係
を
示
す
カ
バ
ネ

で
は
な
か
っ
た
。

既
往
の
研
究
の
多
く
に
あ
っ
て
は
、国
造
の
ク
ニ
と
豪
族
の
領
域
と
が
等
置
さ
れ
、

し
た
が
っ
て
国
造
制
の
も
と
で
全
国
土
の
領
域
的
支
配
が
達
成
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
、
そ
の
成
立
は
五
世
紀
後
葉
ま
た
は
六
世
紀
に
遡
り
少
な
く
と
も
大
化
改
新
ま
で

存
続
し
た
と
さ
れ
、
国
造
制
は
遅
く
と
も
大
宝
初
年
ま
で
に
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
廃

止
の
時
点
ま
で
は
地
方
支
配
の
基
盤
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。そ
の
た
め
に
、

国
造
制
下
で
の
中
小
首
長
層
の
台
頭
や
家
父
長
制
家
族
の
成
長
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら

も
、
そ
れ
を
正
当
に
古
代
政
治
史
の
基
盤
に
据
え
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
て
き
た
よ
う

に
思
う
。

し
か
し
、
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
推
古
朝
あ
る
い
は
そ
の
少
し
以
前
か

ら
、
在
地
豪
族
と
中
小
首
長
層
と
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
国

造
制
に
大
き
な
変
革
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。

豪
族
と
配
下
の
中
小
首
長
層
と
の
対
立
は
、
朝
廷
領
の
運
営
に
も
障
碍
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
廷
は
、
国
造
制
を
温
存
し
つ
つ
、
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か
つ
中
小
首
長
層
の
上
昇
志
向
を
先
取
り
す
る
か
た
ち
で
、
ふ
た
つ
の
施
策
を
採
用

し
た
。

ひ
と
つ
は
、
彼
ら
に
カ
バ
ネ
を
賜
与
し
て
体
制
内
に
取
り
込
み
「
百
姓
」（
ま
た
は

百
八
十
部
）
と
し
て
編
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
「
臣
連
伴
造
国
造
」
に
代
わ
る

「
臣
連
伴
造
国
造
諸
百
姓
」
あ
る
い
は
「
臣
連
国
造
伴
造
百
八
十
部
」
と
い
う
体
制
が

こ
れ
で
あ
る⑲
。

カ
バ
ネ
は
も
と
も
と
天
皇
を
中
心
と
す
る
放
射
状
の
構
造
を
も
つ
仕
組
み
で
あ
る

か
ら
、
豪
族
（
国
造
）
と
中
小
首
長
層
（
百
姓
）
は
、
天
皇
に
対
す
る
身
分
関
係
の
上

で
は
有
姓
者
と
し
て
同
じ
立
場
に
立
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
朝
廷
か
ら
み

れ
ば
中
小
首
長
層
へ
直
接
的
支
配
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
方
支
配
の
深

度
を
た
か
め
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
以
後
の
地
方
支
配
は
国
造
制

か
ら
百
姓
制
へ
足
場
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
て
推
古
朝
頃

に
は
、
旧
来
の
国
造
制
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
ひ
と
つ
は
、
百
姓
を
県
稲
置
（
伊
尼
冀
）
と
し
て
国
造
（
軍
尼
）
の
下
位
に
位
置

付
け
、
タ
テ
系
列
の
組
織
化
を
は
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
有
軍
尼
一
百
二
十
人
、
猶

中
国
牧
宰
、
八
十
戸
置
一
伊
尼
冀
如
今
里
長
也
、
十
伊
尼
冀
属
一
軍
尼
」
と
い
う
制

度
が
ど
こ
ま
で
奏
功
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
す
で
に
欽
明
朝
の
中
頃
以
降
、
大

臣
蘇
我
稲
目
が
吉
備
へ
赴
い
て
官
司
制
的
な
ミ
ヤ
ケ
管
理
方
式
を
実
践
し
て
い
た

し
、
大
化
元
年
頃
に
は
「
国
造
・
伴
造
・
県
稲
置
」
が
官み

や
け家

・
郡こ

ほ
り県

を
領
治
す
る
と

い
う
関
係
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
の
を
み
る
と
（
大
化
元
年
八
月
庚
子
詔
）、「
軍
尼

―
伊
尼
冀
―
八
十
戸
」
と
い
う
組
織
化
に
も
あ
る
程
度
の
進
展
が
み
ら
れ
た
に
ち
が

い
な
い⑳
。

ち
な
み
に
こ
の
タ
テ
系
列
の
組
織
化
は
、
ク
ニ
の
経
営
の
建
て
直
し
を
狙
っ
た
蘇

我
氏
主
導
に
よ
る
施
策
で
あ
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
。
三
蔵
管
理
の
伝
承
や
推
古
朝

の
「
臣
連
伴
造
国
造
百
八
十
部
并
公
民
等
本
記
」
の
編
纂
な
ど
も
蘇
我
氏
の
そ
う
し

た
政
策
方
針
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
タ
テ
系
列
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、
豪
族
が
中
小
首
長
層
に
対
す
る

優
位
を
取
り
戻
し
た
結
果
、
却
っ
て
国
造
は
こ
の
仕
組
み
を
楯
に
と
り
、
国
司
と
結

託
し
て
百
姓
層
へ
の
支
配
を
強
め
、「
国
司
・
国
造
、
百
姓
を
斂を

さ

」
め
と
る
と
い
う
状

況
を
も
た
ら
し
た
（
憲
法
第
十
二
条
）。
百
姓
へ
の
収
奪
と
い
う
こ
と
は
と
り
も
な
お

さ
ず
朝
廷
領
（
公
領
公
民
）
の
侵
害
に
他
な
ら
な
い
。
い
っ
ぽ
う
の
「
百
姓
」
の
側
で

は
朝
廷
へ
の
訴
訟
や
中
央
の
有
力
者
と
の
結
び
付
き
を
通
じ
て
こ
れ
に
反
抗
す
る
と

と
も
に
、
み
づ
か
ら
も
ま
た
朝
廷
領
の
侵
食
に
加
わ
っ
た
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
大

化
直
前
に
は
朝
廷
領
の
経
営
は
危
機
に
直
面
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

﹇
第
三
段
階
﹈

改
新
詔
第
一
条
の
「
罷
昔
在
天
皇
等
所
立
子
代
之
民
・
処
々
屯
倉
、
及
別
臣
連
伴

造
国
造
村
首
所
有
部
曲
之
民
・
処
々
田
莊
」
と
い
う
条
項
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は

「
新
た
な
律
令
制
的
支
配
の
基
礎
と
な
る
「
公
地
公
民
制
」
の
創
出
を
述
べ
た
も
の
、

即
ち
旧
来
の
部
の
制
度
と
屯
倉
や
田
莊
の
全
面
的
な
廃
止
を
命
じ
た
も
の
」（
鎌
田

二
〇
〇
一
、七
〇
頁
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ま
だ
体
系
的
な
法
制
が
布
か

れ
て
い
な
い
大
化
の
段
階
で
、
公
地
公
民
制
の
確
立
の
た
め
に
屯
倉
や
子
代
之
民
を

廃
止
す
る
理
由
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
第
一
条
の
「
別
」
と
い
う
文
字
を
ど
う

訓
解
す
る
か
と
い
う
点
に
も
問
題
を
残
し
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
の
部
分
は
「
罷
…
及

別
…
」
と
い
う
構
文
と
み
て
、「
昔
在
ノ
天
皇
等
の
立
て
た
ま
へ
る
子
代
之
民
・
処
々

屯
倉
、
及
び
別
ち
て
臣
連
伴
造
国
造
村
首
の
所
有
る
部
曲
之
民
・
処
々
田
莊
た
る
を

罷
め
よ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
（
神
崎
一
九
九
九
．
九
）。

す
な
わ
ち
部
曲
之
民
・
田
荘
と
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
豪
族
の
私

有
の
人
民
や
土
地
を
指
す
の
で
は
な
く
、
朝
廷
領
の
土
地
（
屯
倉
）・
人
民
（
子
代
之

民
）
の
う
ち
の
、
臣
連
伴
造
国
造
村
首
ら
に
侵
食
さ
れ
横
領
さ
れ
た
部
分
と
解
す
る

べ
き
で
あ
る
（
神
崎
一
九
九
九
．
九
）。
な
お
こ
こ
に
「
村
首
」
と
い
う
の
が
百
姓
の
出

自
階
層
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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改
新
政
府
は
、
朝
廷
領
侵
害
の
元
凶
で
あ
っ
た
国
司
・
国
造
に
よ
る
百
姓
へ
の
収

斂
を
防
止
す
る
た
め
に
、
推
古
朝
以
来
の
国
造
―
県
稲
置
の
制
度
を
廃
し
、
ク
ニ
の

う
ち
の
国
造
の
直
轄
下
に
あ
っ
た
部
分
を
除
い
て
は
、
国
造
の
管
理
下
か
ら
「
評
」

を
分
立
さ
せ
て
評
造
を
任
命
し
、
国
造
と
評
造
を
と
も
に
国
司
の
管
轄
下
に
置
い
て

行
政
上
対
等
の
地
位
を
与
え
よ
う
と
し
た㉑
。
こ
れ
が
大
化
改
新
の
基
本
的
課
題
で

あ
っ
た
と
考
え
る
（
神
崎
一
九
九
九
．
九
）。
す
な
わ
ち
大
化
改
新
の
主
た
る
目
標
は

「
造
戸
籍
・
校
田
畝
」
を
通
じ
て
朝
廷
領
を
本
来
の
か
た
ち
に
も
ど
す
こ
と
（
い
わ
ば

朝
廷
領
の
復
古
）
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
評
造
の
任
官
資
格
は
、
改
新
詔
第
二
条
で
は
国
造
の
一
族
に
か
ぎ
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
数
年
後
に
は
百
姓
層
に
ま
で
拡
張
さ
れ
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
『
常
陸

風
土
記
』
に
お
い
て
無
官
の
中
臣
□
□
子
・
中
臣
部
兎
子
や
物
部
河
内
・
物
部
会
津

ら
が
建
て
た
香
島
評
（
神
評
、
大
化
五
年
立
評
）
や
信
太
評
（
白
雉
四
年
立
評
）
は
、
ク

ニ
や
評
か
ら
分
立
し
た
新
評
と
み
ら
れ
る
が
、
か
れ
ら
は
中
臣
部
や
物
部
の
部
民
の

長
（
ト
モ
）
で
あ
っ
た
。
大
化
五
年
〜
白
雉
四
年
に
は
無
官
の
ト
モ
に
ま
で
評
造
任
官

資
格
の
裾
野
を
拡
げ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
石
城
評
も
白
雉
四
年
以
前
の
立
評
と
み
ら
れ
る
が
、
評
造
は
部
志
許
赤
と

い
う
無
官
の
人
で
、
ト
モ
で
さ
え
な
い
。
お
そ
ら
く
部
志
許
赤
は
ク
ニ
の
「
部
外
」

の
人
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。さ
す
れ
ば
こ
れ
以
外
に
も
新
た
に
参
入
し
て
き
た「
部

外
」
の
首
長
た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
新
評
が
多
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
令
制

郡
の
な
か
に
は
ク
ニ
名
と
も
評
名
と
も
ア
ガ
タ
名
と
も
無
縁
の
郡
が
み
ら
れ
る
が
、

少
な
く
と
も
そ
の
一
部
は
こ
の
種
の
新
設
の
評
（
郡
）
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
と

す
る
な
ら
ば
朝
廷
に
よ
る
全
国
的
領
域
支
配
へ
の
展
望
は
、
評
制
の
進
展
の
中
で
初

め
て
現
実
化
し
て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
国
境
確
定
と
い
う

施
策
が
天
武
末
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
書
き
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
大
化
の
新
方
式
は
、
朝
廷
に
と
っ
て
予
想
外
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
国
造
を
仲
介
と
し
て
朝
廷
の
政
治
に
関
わ
っ
て
き
た
百
姓

に
と
っ
て
は
、立
評
を
通
じ
て
初
め
て
朝
廷
（
国
司
）
に
直
接
結
び
付
く
道
が
開
か
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
上
昇
志
向
を
も
つ
か
れ
ら
の
在
地
首
長
と
し
て
の
基

盤
の
強
化
に
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
朝
廷
と
直
接
の
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
豪
族
の
一
族
や
中
小
首
長
た
ち
「
部
外
」

の
人
々
に
対
し
て
も
そ
れ
に
与
る
可
能
性
を
示
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
は
「
若
有
求
名
之
人
、
元
非
国
造
・
伴
造
・
県
稲
置
、
而
輙
詐
訴
言
、
自
我
祖

時
、
領
此
官
家
、
治
是
郡
県
」（
大
化
元
年
八
月
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
大
化

の
時
点
で
あ
ら
わ
れ
て
い
た
が
、
評
制
の
進
展
に
つ
れ
て
「
国
造
・
伴
造
・
県
稲
置

に
非
ざ
る
」
部
外
の
首
長
た
ち
が
雪
崩
を
う
っ
て
評
制
の
も
と
へ
参
入
し
て
き
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
国
造
と
同
じ
く
国
司
の
直
接
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
と
は
言
え
、
評
造

は
前
代
の
県
稲
置
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
国

造
よ
り
も
評
造
の
ほ
う
が
格
が
低
い
と
受
け
止
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば

国
造
が
評
造
と
な
る
場
合
は
「
降
格
」
さ
れ
た
と
い
う
意
識
が
生
じ
た
か
も
知
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
那
須
国
造
碑
に
は
「
永
昌
元
年
己
丑
四
月
、
飛
鳥
浄
御
原
大
宮
那
須

国
造
追
大
壱
那
須
直
韋
提
、評
督
被
賜
云
々
」
と
あ
り
、那
須
国
造
が
持
統
三
年
（
永

昌
元
年
）に
那
須
評
督
を
拝
命
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
一
般
的
に
も
ク
ニ
の
名

と
評
の
名
と
が
一
致
す
る
例
が
、
持
統
朝
の
浄
御
原
令
施
行
期
に
集
中
す
る
と
い
う

指
摘
（
米
田
一
九
七
六
、九
五
頁
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
す
で
に
浄
御
原

令
下
に
お
い
て
ク
ニ
・
評
を
評
へ
一
本
化
す
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

﹇
第
四
段
階
﹈

大
宝
令
の
施
行
に
と
も
な
い
朝
廷
は
「
評
」
に
替
え
て
「
郡
」
号
を
採
用
し
、
国

造
を
郡
司
に
任
命
す
る
と
と
も
に
、
評
造
を
も
郡
司
に
「
昇
格
」
す
る
と
い
う
新
た

な
手
法
を
採
用
し
て
、
ク
ニ
・
評
の
郡
へ
の
一
本
化
を
す
す
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
地



一
二

1236

方
支
配
の
裾
野
を
一
気
に
拡
大
し
よ
う
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
、
郡
司

任
用
の
優
先
権
を
国
造
に
担
保
さ
せ
、
新
令
に
は
こ
れ
を
「
注
」
と
し
て
書
き
添
え

た
。「

凡
郡
司
、
取
性
識
清
廉
、
堪
時
努
者
、
為
大
領
少
領
、
強
幹
聡
敏
、
工
書
計
者
、

為
主
政
主
帳
、
其
大
領
外
従
八
位
上
、
少
領
外
従
八
位
下
叙
之
。
其
大
領
少
領
、
才

用
同
者
、
先
取
国
造
。」（
選
叙
令
郡
司
条
）

こ
の
「
注
」
に
つ
い
て
「
古
記
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

「
先
取
国
造
、
謂
必
可
被
給
国
造
之
人
、
所
管
国
内
、
不
限
本
郡
非
本
郡
、
任
意
補

任
、
以
外
雖
国
造
氏
不
合
。
問
、
不
在
父
祖
所
任
之
郡
、
若
為
任
意
補
任
。
答
、
国

造
者
一
国
之
内
長
、
適
任
於
国
司
、
郡
別
給
国
造
田
、
所
以
任
意
補
充
耳
」

文
章
は
難
解
で
、誤
字
説
も
あ
る
が
今
は
採
ら
な
い
。
ま
ず
前
半
の
「
国
造
之
人
」

が
国
造
ノ
氏
を
指
す
の
か
現
任
国
造
を
指
す
の
か
が
問
題
で
、
一
般
に
は
現
任
国
造

を
指
す
と
み
ら
れ
て
い
る
（
米
田
一
九
七
六
、七
一
頁
。
磯
貝
一
九
七
八
、七
頁
。
篠
川

一
九
九
六
、三
〇
七
頁
）。
し
か
し
国
に
は
複
数
の
郡
が
所
属
す
る
の
が
常
態
で
あ
り
、

果
た
し
て
こ
こ
で
も
「
所
管
国
内
、
不
限
本
郡
非
本
郡
、
任
意
補
任
」
と
あ
る
。
こ

の
一
文
は
、所
管
の
国
内
で
あ
れ
ば
、本
郡
（
す
な
わ
ち
現
任
国
造
が
郡
司
と
な
っ
た
郡
）

と
非
本
郡
に
限
ら
ず
郡
司
に
補
任
し
て
よ
い
と
い
う
意
味
に
解
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
「
国
造
之
人
」
が
本
郡
の
郡
司
以
外
に
他
郡
（
非
本
郡
）
の
郡
司
に
も
任
用
さ
れ
る

場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
さ
す
れ
ば
「
国
造
之
人
」
は
「
国
造
ノ
氏
」
の

義
と
み
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
出
雲
臣
が
、
本
郡
と
み
ら
れ
る
意
宇

郡
（
大
領
・
少
領
）
の
ほ
か
、
楯
縫
郡
（
大
領
）、
飯
石
郡
・
仁
多
郡
（
少
領
）
で
郡
司

に
任
用
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
続
け
て
「
以
外
雖
国

造
氏
不
合
」
と
あ
る
よ
う
に
、
所
管
の
国
「
以
外
」
で
は
、
国
造
ノ
氏
で
あ
っ
て
も

郡
司
へ
の
任
用
は
不
可
と
さ
れ
た
。

ま
た
「
不
在
父
祖
所
任
之
郡
、
若
為
任
意
補
任
」（
父
祖
が
任
じ
ら
れ
た
郡
以
外
の
郡

に
つ
い
て
任
意
ノ
補
任
が
可
能
か
ど
う
か
）
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
国
造
は
「
一
国

之
内
長
」（
所
管
国
内
の
長
）
で
あ
り
、「
適ま

さ

に
国
司
に
任ゆ

だ

ね
て
」（
国
司
の
差
配
の
も
と

で
）
国
造
田
が
郡
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
父
祖
所
任
之
郡
」
以
外
の
郡
で

も
国
造
ノ
氏
で
あ
れ
ば
国
造
田
の
支
給
は
可
能
で
あ
り
、「
任
意
ノ
補
充
」
が
で
き
る

と
答
え
て
い
る
。
な
お
こ
の
国
造
ノ
氏
は
大
宝
二
年
に
『
国
造
記
』
に
載
せ
ら
れ
た

国
造
之
氏
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
和
銅
・
養
老
年
間
を
中
心
に
郡
の
分
割
再
編
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
律
令
郡

制
が
完
成
す
る
。
か
か
る
評
か
ら
郡
へ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
主
た
る
要
因
と
し
て

国
際
的
契
機
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
関
口
一
九
七
三
・
米
田
一
九
七
六
な
ど
）。
し
か
し

ま
た
正
史
の
類
を
含
め
た
公
文
書
全
般
に
亙
っ
て
執
拗
に
「
郡
」
字
へ
統
一
し
て
い

る
背
景
に
は
、
天
皇
の
も
と
に
お
け
る
国
造
と
百
姓
層
と
の
身
分
意
識
の
解
消
と
い

う
国
内
事
情
を
も
考
慮
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
で
に
推
古
朝
の
国
―
県
制
の

も
と
に
お
い
て
さ
え
、
国
司
・
国
造
と
百
姓
と
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
「
国
非
二
君
、

民
無
両
主
、
率
土
兆
民
、
以
王
為
主
、
所
任
官
司
、
皆
是
王
臣
」（
憲
法
第
十
二
条
）
と

い
う
方
向
付
け
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
令
制
下
の
国
造
に
つ
い
て
は
、
郡
司
任
官
の
優
先
規
定
と
国
造
田
の

賜
与
の
ほ
か
に
は
、大
祓
（
大
解
除
）
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
国
造
と

大
祓
と
の
関
係
は
、『
日
本
書
紀
』
に
「（
天
武
五
年
八
月
）
辛
亥
、
詔
曰
、
四
方
為
大

解
除
、
用
物
則
国
別
国
造
輸
、
祓
柱
馬
一
匹
・
布
一
常
。
以
外
郡
司
、
各
刀
一
口
・

鹿
皮
一
帳
・
钁
一
口
・
刀
子
一
口
・
鎌
一
口
・
矢
一
具
・
稲
一
束
。
且
毎
戸
麻
一
條
」

と
し
て
初
見
し
、
つ
い
で
「（
天
武
十
年
七
月
）
丁
酉
、
令
天
下
、
悉
大
解
除
、
當
此

時
、
国
造
等
各
出
祓
柱
奴
婢
一
口
、
而
解
除
焉
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
国

造
主
導
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
遡
っ
て
大
化
前
代
に
は
、
国
造
の
祓
柱

（
馬
・
布
・
奴
婢
な
ど
）
が
祭
祀
の
中
心
を
な
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
祓
の
基

本
は
「
諸
国
大
祓
」
す
な
わ
ち
「
国
之
大
祓
」（
仲
哀
記
）
に
あ
り
、
も
と
も
と
国
造

の
ク
ニ
に
お
け
る
重
要
な
祭
儀
で
あ
っ
た
の
が
、
ク
ニ
の
解
体
と
と
も
に
そ
の
重
要

性
が
失
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
神
祇
令
大
祓
条
で
は
「
凡
六
月
十
二
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月
晦
日
大
祓
者
、
中
臣
上
御
祓
麻
、
東
西
文
部
上
祓
刀
、
読
祓
詞
、
訖
百
官
男
女
、

聚
集
祓
所
、
中
臣
宣
祓
詞
、
卜
部
為
解
除
。
凡
諸
国
須
大
祓
者
、
毎
郡
出
刀
一
口
、

皮
一
張
、
鍬
一
口
、
及
雑
物
等
、
戸
別
麻
一
条
、
其
国
造
出
馬
一
疋
」
と
あ
っ
て
、

国
造
の
役
割
は
付
け
足
し
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
な
お
大
宝
二
年
に
畿
内
及
七
道
諸

社
に
大
幣
が
班
賜
さ
れ
た
際
に
は
、
諸
国
の
国
造
ら
が
急
ぎ
駆
り
集
め
ら
れ
て
大
安

殿
に
お
い
て
臨
時
の
大
祓
が
行
わ
れ
た
（『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
二
月
・
三
月
条
）。
し

か
し
さ
ら
に
降
っ
て
延
喜
民
部
式
下
大
祓
馬
条
で
は
「
凡
諸
国
大
祓
馬
、
若
無
国
造

国
者
、
以
正
税
買
用
、
其
價
不
得
過
五
十
束
、
但
太
宰
府
及
肥
前
肥
後
日
向
三
国
、

並
以
牧
馬
充
之
」
と
あ
り
、「
国
造
無
き
国
」
の
規
定
さ
え
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
（
神
崎
二
〇
〇
一
、三
〇
頁
）。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
律
令
と
国
造
と
の
接
点
は
郡
司
任
用
に
お
け
る
優

先
権
が
担
保
さ
れ
た
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
実
効
性
に
は
疑

問
が
抱
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
奈
良
時
代
に
入
っ
て
も
な
お
新
任
の
国
造
が
続
出
す

る
の
は
、
こ
の
郡
司
任
用
優
先
規
定
の
ゆ
え
と
み
る
ほ
か
な
い
。
お
そ
ら
く
「
国
造

記
」
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
豪
族
が
郡
司
職
を
求
め
て
、
例
え
ば
、
た
ま
た
ま
そ
の

一
族
が
朝
廷
出
仕
し
て
中
央
政
界
に
地
歩
を
得
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
官
人
や
釆
女

な
ど
が
国
造
任
官
を
果
た
し
、
め
で
た
く
「
国
造
之
氏
」
と
な
っ
た
郷
里
の
一
族
に

恩
恵
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
最
近
、寺
西
貞
弘
氏
は
、令
制
下
の
国
造
（
い
わ
ゆ
る
新
国
造
＝
律
令
国
造
）
に

つ
い
て
、制
度
と
現
実
と
の
乖
離
と
い
う
観
点
か
ら
新
し
い
見
方
を
提
示
さ
れ
た
（
寺

西
二
〇
一
一
）。

寺
西
氏
は
、大
宝
二
年
二
月
十
三
日
条
の
記
事
（
後
掲
）
を
祈
年
祭
に
関
す
る
記
事

と
み
た
う
え
で
、「
祈
年
祭
の
み
な
ら
ず
、
神
祇
令
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
祭
祀
が
、

全
国
各
地
の
国
造
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
り
、「
国
造
は
天
皇
を
頂
点
と

す
る
神
祇
体
系
の
、
地
方
に
お
け
る
執
行
責
任
者
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に

「
制
度
上
神
祇
の
執
行
を
職
掌
と
す
る
国
造
で
は
あ
っ
た
が
、実
際
の
地
方
社
会
に
お

い
て
は
、
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
評
価
し
、
た
と
え
ば
神

祇
祭
祀
以
外
に
「
国
造
軍
の
系
譜
を
引
く
軍
団
に
さ
え
も
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

し
か
も
国
造
の
管
掌
範
囲
は
、国
司
の
「
国
」
で
は
な
く
旧
国
造
時
代
の
「
ク
ニ
」

（
す
な
わ
ち
地
方
豪
族
と
し
て
の
領
域
）
で
あ
っ
て
、
奈
良
時
代
後
半
の
律
令
制
度
の
弛

緩
に
と
も
な
い
、
ふ
た
た
び
「
地
域
に
根
ざ
し
た
土
豪
と
し
て
の
国
造
に
回
帰
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
史
料
的
根
拠
が
律
令
に
も
正
史

に
も
記
さ
れ
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
推
測
と
状
況
証
拠
と

を
積
み
重
ね
る
ほ
か
な
い
の
が
立
論
の
弱
点
と
い
え
ば
い
え
よ
う
。

し
か
し
ま
た
、
そ
の
立
論
の
出
発
点
と
な
っ
た
大
宝
二
年
二
月
十
三
日
条
の
記
事

の
解
釈
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
大
幣
」
と
い
う
語
は
『
日
本
書
紀
』

に
は
み
え
な
い
が
、『
続
日
本
紀
』
で
は
大
宝
元
年
お
よ
び
同
二
年
に
集
中
し
て
み
え

る
。
ち
な
み
に
「
大
幣
」
に
つ
い
て
は
、「
古
記
」
は
天
皇
即
位
礼
に
関
わ
る
幣
帛
と

し
て
い
る
が
、そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
「
幣
」「
幣
帛
」
と
同
じ
も
の
と
み
ら
れ
て

い
る
（
田
中
一
九
八
五
。
西
宮
二
〇
〇
四
、三
六
七
頁
）。

以
下
、「
造
大
幣
司
」
の
設
置
と
そ
れ
に
つ
づ
く
「
大
幣
」
の
関
連
史
料
を
掲
出
し

よ
う
。

（
ア
）（  

大
宝
元
年
十
一
月
）
丙
子
、
始
任
造
大
幣
司
、
以
正
五
位
下
弥
努
王
、
従
五

位
下
引
田
朝
臣
尓
閇
、
為
長
官
。

（
イ
）（
大
宝
二
年
二
月
庚
戌
）
是
日
、
為
班
大
幣
、
馳
駅
追
諸
国
国
造
等
、
入
京
。

（
ウ
）（  

大
宝
二
年
三
月
）
己
卯
、
鎮
大
安
殿
大
祓
、
天
皇
御
新
宮
正
殿
斎
戒
、
惣
頒

幣
帛
於
畿
内
及
七
道
諸
社
。

（
エ
）（
大
宝
二
年
四
月
）
庚
戌
、
定
諸
国
国
造
之
氏
、
其
名
具
国
造
記
。

（
オ
）（  

大
宝
二
年
七
月
）
癸
酉
、
詔
、
伊
勢
大
神
宮
封
物
者
、
是
神
御
之
物
、
宜
准

供
神
事
、
勿
令
濫
穢
、
又
在
山
背
国
乙
訓
郡
火
雷
神
、
毎
旱
祈
雨
、
頻
有
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徴
験
、
宜
入
大
幣
及
月
次
幣
例
。

こ
れ
に
よ
る
と
、（
イ
）
国
造
召
集
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
一
ヶ
月
後
の
三
月
己
卯

に
、（
ウ
）
大
安
殿
鎮
祭
の
た
め
に
臨
時
の
大
祓
が
行
わ
れ
た
。
国
造
と
大
祓
と
の
周

知
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
大
宝
二
年
の
国
造
の
記
事
は
、
先
ず
こ
の
臨
時
の
大

祓
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
ち
な
み
に
『
続
日
本
紀
』
に
は
、

大
宝
二
年
二
月
仲
春
に
祈
年
祭
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
事
は
み
え
な
い
が
、こ
れ
が
大
幣
班
賜

を
伴
う
祈
年
祭
の
初
例
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
不
自
然
で

は
あ
る
ま
い
か
）。

す
な
わ
ち
（
ア
）
造
大
幣
司
が
設
け
ら
れ
て
間
も
な
く
、（
イ
）
大
幣
を
班
つ
た
め

に
大
安
殿
の
大
祓
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
急
遽
国
造
ら
が
召
集
さ
れ
、（
ウ
）
天

皇
が
新
宮
正
殿
で
斎
戒
し
て
い
る
間
に
、国
造
ら
に
よ
り
大
安
殿
の
大
祓
が
行
わ
れ
、

清
浄
と
な
っ
た
大
安
殿
に
お
い
て
畿
内
及
七
道
諸
社
へ
の
班
幣
が
無
事
に
執
行
さ
れ

た
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

文
脈
を
辿
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
幣
の
班
布
は
畿
内
及
七
道
諸
社
に
対
し
て

行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
国
造
ら
へ
班
賜
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
国
造
召
集
の
主
た

る
事
由
は
、
大
幣
班
布
の
斎
場
と
さ
れ
た
大
安
殿
の
大
祓
に
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

さ
ら
に
そ
の
二
ヶ
月
後
に
は
、
召
集
に
応
じ
た
国
造
に
つ
い
て
、（
エ
）「
国
造
之

氏
」
を
定
め
「
国
造
記
」
に
登
載
し
た
。
こ
の
経
過
を
み
る
と
、「
国
造
記
」
は
、
文

書
主
義
の
建
て
前
か
ら
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
当
時
「
誰
が
国

造
な
の
か
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
状
況
は
考
え
難

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
お
そ
ら
く
大
祓
の
た
め
に
国
造
に
召
集
を
か
け
、
こ
れ
を

好
機
と
し
て
、
集
め
た
国
造
に
つ
い
て
「
国
造
之
氏
」
を
定
め
て
台
帳
を
作
成
し
、

こ
れ
に
照
ら
し
て
郡
司
任
官
の
優
先
規
定
や
国
造
田
の
賜
給
を
運
用
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
に
召
集
に
応
じ
な
か
っ
た
国
造
が
い
た
か
ど
う
か
、
い
た

と
す
れ
ば
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
処
遇
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

篠
川
賢
氏
か
ら
小
論
に
つ
い
て
ご
批
評
頂
い
た
の
ち
、
六
年
も
の
空
白
期
を
費
や

し
た
怠
慢
を
改
め
て
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
本
論
の
行
間
に
非
礼
の
あ
る
こ
と
を

お
そ
れ
る
。
あ
わ
せ
て
ご
寛
赦
い
た
だ
き
た
い
。

注①　
『
和
名
類
聚
抄
』
所
載
の
令
制
国
名
と
く
ら
べ
る
と
、
筑
前
、
出
羽
（
和
銅
五
年
成

立
）、
丹
後
・
美
作
（
和
銅
六
年
成
立
）、
和
泉
（
天
平
宝
字
元
年
成
立
）、
摂
津
（
延

暦
十
二
年
成
立
）
の
六
ケ
国
を
欠
く
。
こ
の
う
ち
和
泉
・
摂
津
・
出
羽
・
丹
後
・
美
作

五
ケ
国
に
つ
い
て
は
『
国
造
本
紀
』
は
「
某
国
造
」
と
は
せ
ず
「
某
国
司
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
筑
前
・
筑
後
二
国
は
七
世
紀
末
に
筑
紫
国
が
分
割
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
筑
後
の
筑
紫
国
造
に
代
表
さ
れ
る
。
な
お
壱
岐
・
対
馬
二
国
に
つ

い
て
は
、『
国
造
本
紀
』
に
は
「
伊
吉
嶋
造
」「
津
嶋
県
直
」
と
あ
っ
て
国
造
と
は
呼
ん

で
い
な
い
の
で
、こ
こ
で
は
省
い
た
。
ま
た
『
国
造
本
紀
』
の
末
尾
の
「
多

嶋
」
に

つ
い
て
も
国
造
名
と
し
て
は
取
り
上
げ
な
い
。
さ
ら
に
備
前
の
「
美
作
・
備
前
二
国
国

造
」、
陸
奥
の
「
陸
奥
大
国
造
・
陸
奥
国
造
」
は
、
奈
良
時
代
の
新
任
国
造
で
あ
る
こ

と
が
ほ
ぼ
疑
い
な
い
の
で
こ
こ
に
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

②　

篠
川
氏
と
同
様
に
私
も
新
旧
国
造
の
別
を
認
め
な
い
。
一
般
に
「
国
造
」
に
つ
い
て

は
、
旧
国
造
、
旧
国
造
の
後
裔
、
新
国
造
、
新
国
造
の
氏
（
国
造
氏
）、
国
造
姓
な
ど

多
様
な
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
、大
化
改
新
詔
（
あ
る
い
は
律
令
）
に
よ
り
旧
国
造
の
制

度
は
廃
止
さ
れ
て
評
（
郡
）
制
へ
切
り
換
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
改
新

詔
や
律
令
な
ど
の
一
片
の
法
律
や
政
策
に
よ
っ
て
、百
数
十
年
続
い
た
国
造
の
在
地
豪

族
と
し
て
の
領
有
権
を
否
定
し
、そ
の
支
配
地
域
を
分
割
し
て
国
造
出
身
者
で
な
い
者

を
評
造
に
任
命
し
、さ
ら
に
一
斉
に
郡
制
へ
切
り
換
え
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
豪
族
の
抵
抗
は
必
至
で
あ
ろ
う
し
、そ
れ
に
備
え

て
朝
廷
は
か
な
り
の
軍
事
力
を
全
国
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。し
か
も
当
時
の

軍
事
力
の
基
盤
の
ひ
と
つ
が
「
国
造
軍
」
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
も
は
や
不
可
能

事
と
い
う
ほ
か
な
い
。
そ
の
点
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
も
、新
国
造
と
し
て
新
野
直

吉
氏
が
あ
げ
る
国
造
の
殆
ど
は
旧
国
造
の
範
疇
に
お
さ
ま
る
も
の
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
国
造
は
基
本
的
に
す
べ
て
旧
国
造
（
お
よ
び
そ
の
氏
）
で
あ
り
、大
宝
二
年
に
そ
れ
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ら
の
国
造
（
お
よ
び
そ
の
氏
と
氏
上
）
が
『
国
造
記
』
に
登
載
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

な
お
『
国
造
記
』
以
後
に
も
、郡
司
任
用
へ
の
国
造
優
先
規
定
に
あ
ず
か
る
た
め
に
中

央
官
人
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
国
造
に
新
任
さ
れ
る
と
い
う
新
事
態
が
頻
発
し
た

こ
と
は
、
す
で
に
小
論
三
三
頁
で
も
の
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③　

西
川
一
九
六
六
、一
九
〇
頁
。
井
上
一
九
七
〇
、七
九
頁
。
西
川
一
九
七
五
、一
〇
〇

頁
。
松
本
一
九
九
〇
、
吉
田
一
九
九
五
、一
七
頁
。
篠
川
一
九
九
六
、三
八
九
頁
な
ど
。

④　

賀
毛
郡
西
部
域
（
ほ
ぼ
現
在
の
加
西
市
域
）
は
、
東
部
域
（
ほ
ぼ
現
在
の
小
野
市
・

加
東
市
域
）
と
同
じ
加
古
川
水
系
に
属
し
な
が
ら
も
、
そ
の
間
を
青
野
ヶ
原
台
地
に

よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
水
系
を
異
に
す
る
神
前
・
飾
磨
郡
域
（
市

川
水
系
）
と
賀
毛
郡
西
部
域
と
の
間
に
は
地
形
上
大
き
な
障
碍
が
な
く
、ひ
と
つ
づ
き

の
地
域
を
な
す
。

⑤　
『
釈
日
本
紀
』
に
は
「
播
磨
風
土
記
曰
」
と
し
て
爾
保
都
比
売
命
の
話
が
あ
り
、
霊

媒
と
し
て
「
国
造
石
坂
比
売
命
」
が
登
場
し
、こ
れ
が
明
石
国
造
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
実
は
こ
の
話
を
『
播
磨
風
土
記
』
明
石
郡
条
の
逸
文
と
す
べ
き
理
由
は

な
く
、石
坂
比
売
命
を
明
石
国
造
と
す
べ
き
根
拠
も
な
い
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
話
の
な

か
で
、神
功
皇
后
の
平
定
の
対
象
と
な
る
国
を
「
新
羅
国
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、『
播

磨
風
土
記
』
の
神
功
皇
后
伝
承
で
は
例
外
な
く
「
韓
国
」（
新
羅
を
指
す
）
と
表
記
し

て
い
る
の
を
み
る
と
、爾
保
都
比
売
命
の
話
を
『
播
磨
風
土
記
』
の
逸
文
と
す
る
こ
と

さ
え
困
難
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
播
磨
風
土
記
』
に
は
「
新
羅
」
の
名
も
み
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
羅
国
か
ら
の
正
式
の
国
使
を
指
す
場
合
に
限
ら
れ
て
い

る
。

⑥　

八
木
充
氏
は
播
磨
の
屯
倉
と
し
て
縮
見
・
益
気
・
川
辺
・
牛
鹿
・
飾
磨
・
枚
方
・
越

部
・
中
川
の
八
屯
倉
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（
八
木
充
「
播
磨
の
屯
倉
」『
古
代
の
日
本

5
近
畿
』
角
川
書
店
一
九
七
〇
．
一
）。
私
は
さ
ら
に
応
神
天
皇
が
「
宜
造
宅
及
墾
田
」

と
命
じ
た
多
志
野
（
飾
磨
郡
漢
部
里
条
）
に
つ
い
て
も
屯
倉
と
み
て
よ
い
と
考
え
て
い

る
。

⑦　

制
度
と
し
て
み
れ
ば
、国
司
の
「
国
」
の
内
部
に
国
造
の
「
ク
ニ
」
が
あ
る
と
い
う

状
態
は
確
か
に
不
自
然
で
あ
る
。
国
司
の
「
国
」
の
下
に
「
評
」
が
あ
る
こ
と
は
評
制

に
関
わ
る
木
簡
資
料
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
が
（
後
掲
）、
穴
戸
国
司
が
穴
戸
国
造
首

や
そ
の
同
族
贄
を
所
管
し
た
と
い
う
や
や
曖
昧
な
関
係
（
白
雉
元
年
二
月
条
）
を
除
け

ば
、国
司
の
「
国
」
の
下
に
国
造
の
「
ク
ニ
」
が
あ
っ
た
と
い
う
明
証
は
み
あ
た
ら
な

い
。
さ
す
れ
ば
評
制
下
で
は
国
造
の
ク
ニ
も
新
評
も
、と
も
に
「
評
」
と
し
て
一
本
化

さ
れ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
う
考
え
た
場
合
に

は
、
例
え
ば
『
常
陸
風
土
記
』
多
珂
郡
条
に
お
い
て
、
白
雉
四
年
に
多
珂
国
造
と
石
城

評
造
と
が
「
多
珂
・
石
城
二
郡
を
分
置
」
し
た
と
い
う
の
は
、
た
ん
に
多
珂
国
造
が
多

珂
評
造
に
な
っ
た
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
、こ
れ
で
は
分
置
を
必
要
と
し
た

そ
も
そ
も
の
原
因
（「
所
部
遠
隔
往
来
不
便
」）
が
解
消
さ
れ
な
い
で
は
な
い
か
。
ま
た

持
統
三
年
（
永
昌
元
年
）
に
那
須
国
造
が
那
須
評
督
を
拝
命
し
て
い
る
こ
と
や
、一
般

に
国
造
の
「
ク
ニ
」
の
名
と
評
の
名
と
が
一
致
す
る
例
が
浄
御
原
令
時
代
に
集
中
す
る

と
い
う
指
摘
（
米
田
一
九
七
六
、九
五
頁
）
を
踏
ま
え
て
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
大
化

改
新
の
段
階
で
は
ク
ニ
と
評
と
を
並
立
さ
せ
て
と
も
に
国
司
の
管
轄
下
に
置
く
と
い

う
措
置
が
と
ら
れ
た
と
み
る
の
が
よ
り
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑧　

ク
ニ
と
い
う
倭
語
は
、
鎌
田
元
一
氏
が
整
理
さ
れ
た
よ
う
に
多
様
な
意
味
を
も
つ

（
鎌
田
二
〇
〇
一
）。
そ
う
し
た
広
汎
な
意
味
を
も
つ
「
ク
ニ
」
と
い
う
言
葉
が
、国
司

国
造
の
「
国
」
に
対
応
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、す
な
わ
ち
一
般
語

が
特
殊
語
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、朝
廷
領
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考

え
た
い
。
な
お
「
治
天
下
」
と
い
う
語
が
雄
略
朝
頃
か
ら
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
段
階
で
全
国
土
の
領
域
支
配
が
達
成
さ
れ
て
い
た
と
考

え
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
半
島
諸
国
や
中
国
に
対
す
る
外
交
上
の
表
現
に
す
ぎ
ず
、

実
態
と
し
て
は
朝
廷
所
属
の
領
土
・
領
民
（
ト
モ
・
ベ
・
ミ
ヤ
ケ
・
ミ
タ
・
ア
ガ
タ
な

ど
）
を
全
国
的
に
「
点
在
」
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
「
治
天
下
」
と
い
う
認
識
は
得

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。　

⑨　

推
古
朝
か
ら
大
化
頃
に
か
け
て
国
造
（
軍
尼
）
の
下
部
機
構
と
し
て
「
県
稲
置
」（
伊

尼
冀
）が
あ
っ
た
こ
と
は
隋
書
の
記
事
や
孝
徳
紀
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
県

稲
置
は
、
国
造
ク
ラ
ス
の
族
長
（
大
首
長
）
の
配
下
に
台
頭
し
て
き
た
中
小
首
長
が
、

六
世
紀
末
頃
ま
で
に
カ
バ
ネ
を
賜
与
さ
れ
「
百
姓
」
と
し
て
朝
廷
の
末
端
に
組
織
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
神
崎
一
九
九
九
．
三
）。

⑩　

古
風
土
記
な
ど
の
「
国
司
」
関
係
記
事
を
み
る
と
、大
宝
令
以
後
と
そ
れ
以
前
と
で

は
国
司
の
呼
称
を
区
別
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち
『
播
磨
風
土
記
』
揖
保

郡
中
川
里
船
引
山
条
に
、
天
智
朝
の
播
磨
の
「
国
之
宰
」
道
守
臣
某
が
み
え
、
こ
の
人

は
、
揖
保
郡
香
山
里
条
の
「
宰
」
道
守
臣
や
、『
住
吉
大
社
神
代
記
』
播
磨
国
賀
茂
郡

掎
鹿
山
領
地
田
畠
条
に
乙
丑
年
（
天
智
四
年
か
）
の
播
磨
国
司
と
し
て
「
宰
頭
伎
田
臣



一
六

1240

麻
・
率
助
道
守
臣
壱
夫
・
御
目
代
大
伴
沃
田
連
麻
呂
」
と
あ
る
「
宰
率
助
」
道
守
臣
壱

夫
と
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
飾
磨
郡
少
川
里
条（
お
よ
び
揖
保
郡
越
部

里
条
）
に
は
、庚
寅
年
（
持
統
四
年
）
の
播
磨
国
の
「
宰
」
上
野
大
夫
が
み
え
る
。
こ

の
ほ
か
に
年
紀
不
明
な
が
ら
播
磨
国
の
「
宰
」
田
中
大
夫
（
揖
保
郡
大
家
里
条
）
や

『
常
陸
風
土
記
』
の
「
国
宰
」
當
麻
大
夫
（
行
方
郡
男
高
里
条
）、「
国
宰
」
久
米
大
夫

（
久
慈
郡
助
川
駅
家
条
）、「
国
宰
」
川
原
宿
祢
黒
麻
呂
（
多
珂
郡
条
）
な
ど
も
こ
れ
に

準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
大
宝
令
以
前
に
は
国
司
は
「（
国
之
）
宰
」

と
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
宝
令
以
降
に
な
る
と
、霊
亀
元

年
頃
に
『
常
陸
風
土
記
』
を
編
纂
し
た
「
常
陸
国
司
」（
総
記
）
を
は
じ
め
、「
国
司
」

釆
女
朝
臣
（
香
島
郡
高
松
浜
条
、
慶
雲
元
年
）、『
美
作
風
土
記
』
逸
文
の
「
備
前
守
」

百
済
南
典
・「
介
」
上
毛
野
堅
身
（
和
銅
六
年
）、『
備
中
風
土
記
』
逸
文
の
「
国
司
」

石
川
朝
臣
賀
美
（
天
平
六
年
）
な
ど
が
み
え
、年
紀
不
明
な
が
ら
『
播
磨
風
土
記
』
飾

磨
郡
貽
和
里
条
の
「
国
司
」
生
石
大
夫
も
そ
の
一
例
と
す
れ
ば
、か
れ
ら
は
令
制
国
司

と
し
て
「
国
司
」「
守
・
介
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
古
風
土
記
に
み
ら
れ
る
こ
う

し
た
名
称
の
変
化
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
宝
前
代
に
は
国
司
は
一
般
に
「（
国

之
）
宰
」
と
呼
ば
れ
て
、い
ま
だ
国
造
の
ク
ニ
へ
の
派
遣
官
（
ミ
コ
ト
モ
チ
）
と
し
て

の
性
格
を
色
濃
く
保
持
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑪　

も
ち
ろ
ん
ク
ニ
や
コ
ホ
リ
は
、
既
存
の
集
落
を
そ
の
ま
ま
編
成
し
た
と
か
、
分
割
再

編
し
た
と
か
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
八
十
戸
・
五
十
戸
・
三
十
戸
な
ど
と
い
う
不
自

然
な
編
成
か
ら
み
て
も
、
自
然
村
落
と
し
て
出
発
し
た
制
度
と
は
と
う
て
い
考
え
難

い
。
ク
ニ
（
国
）
や
コ
ホ
リ
（
県
・
評
）
の
実
体
を
な
し
た
の
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て

各
地
に
置
か
れ
て
い
た
ミ
ヤ
ケ
を
は
じ
め
と
す
る
朝
廷
領
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、そ
こ

で
土
地
・
人
民
の
二
元
的
把
握
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
賦
課
単
位
が
、
そ
の
ま
ま
編

戸
に
も
適
用
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑫　

安
相
里
の
比
定
に
つ
い
て
は
、
姫
路
市
四
郷
町
の
麻
生
山
を
遺
称
地
と
す
る
説
や
、

遺
称
地
は
な
い
が
姫
路
市
土
山
・
今
宿
付
近
に
比
定
す
る
説
が
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅

西
南
に
長
畝
町
、
千
代
田
町
、
延
末
町
塩
手
溝
な
ど
の
関
連
地
名
が
、
飾
磨
ノ
御
宅

（
飾
磨
区
三
宅
）
の
北
二
キ
ロ
足
ら
ず
の
と
こ
ろ
に
遺
っ
て
い
る
。
な
お
『
播
磨
風
土

記
』
の
「
塩
代
田
」
は
シ
ホ
シ
ロ
ノ
タ
と
訓
ま
れ
て
き
た
が
シ
ホ
デ
ノ
タ
と
訓
む
べ
き

で
あ
ろ
う
。

⑬　

こ
の
と
き
贖
罪
が
発
生
し
た
経
緯
は
つ
ぎ
の
通
り
。
文
中
の
「
道
す
が
ら
、御み
か
げ冠

を

刺
さ
ざ
り
き
」
と
あ
る
「
刺
」
は
、原
文
は
手
へ
ん
に
「
徴
」
と
い
う
文
字
を
用
い
る

が
、
意
味
は
「
刺
」
と
同
じ
で
あ
る
。
御
冠
は
『
播
磨
風
土
記
』
で
は
御
蔭
と
も
書

き
、境
界
標
の
こ
と
で
あ
る
（『
播
磨
風
土
記
』
託
賀
郡
法
太
里
条
な
ど
）。
す
な
わ
ち

但
馬
か
ら
播
磨
へ
通
じ
る
道
の
、神
前
郡
と
飾
磨
郡
と
の
境
界
に
標し
る
しを

刺
す
の
を
国
造

豊
忍
別
命
が
怠
り
、た
め
に
国
造
を
罷
免
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
幹

道
に
お
け
る
境
界
標
の
設
定
が
国
造
の
重
要
な
任
務
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

⑭　

多
珂
郡
条
に
つ
い
て
、さ
き
の
小
論
で
は
史
料
の
文
字
を
尊
重
し
て
評
と
す
べ
き
と

こ
ろ
を
郡
と
書
い
た
た
め
に
論
旨
が
か
え
っ
て
複
雑
に
な
っ
た
。と
く
に
多
珂
郡
条
の

解
釈
（
小
論
二
〇
〜
二
四
頁
）
に
つ
い
て
そ
の
感
が
深
い
の
で
改
め
て
記
し
て
お
き
た

い
（
論
旨
に
は
変
更
は
な
い
）。『
常
陸
風
土
記
』
多
珂
郡
条
に
「
古
老
曰
、斯
我
高
穴

穂
宮
大
八
洲
照
臨
天
皇
之
世
、
以
建
御
狹
日
命
、
任
多
珂
国
造
。
玆
人
初
至
、
歴
験
地

体
、
以
為
峯
険
岳
崇
、
因
名
多
珂
之
国
（
謂
建
御
狹
日
命
者
、
即
是
出
雲
臣
同
属
。
今

多
珂
・
石
城
所
謂
是
也
。
風
俗
説
云
薦
枕
多
珂
之
国
）。
建
御
狹
日
命
、
當
所
遣
時
、

以
久
慈
堺
之
助
河
、
為
道
前
（
去
郡
西
南
三
十
里
、
今
猶
、
称
道
前
里
）、
陸
奥
国
石

城
郡
苦
麻
之
村
、
為
道
後
。
其
後
、
至
難
波
長
柄
豊
前
大
宮
臨
軒
天
皇
之
世
癸
丑
年
、

多
珂
国
造
石
城
直
美
夜
部
・
石
城
評
造
部
志
許
赤
等
、
請
申
惣
領
高
向
大
夫
、
以
所
部

遠
隔
往
来
不
便
、
分
置
多
珂
・
石
城
二
郡
（
石
城
郡
、
今
存
陸
奥
国
堺
内
）。」
と
あ

る
。
こ
の
な
か
で
多
珂
の
ク
ニ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
苦
麻
村
（
道
後
）
―
助
川
（
道

前
）
と
あ
る
の
は
初
期
（
建
御
狭
日
命
の
時
代
す
な
わ
ち
成
務
朝
）
の
こ
と
で
、大
化

二
年
以
降
・
白
雉
四
年
以
前
の
段
階
で
は
北
部
（
苦
麻
村
―
石
城
）
が
石
城
評
（
中
心

は
い
わ
き
市
平
附
近
、
磐
城
郡
衙
推
定
地
）
と
し
て
分
立
し
、
南
部
（
菊
多
―
助
川
）

の
み
が
多
珂
の
ク
ニ
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
建
御
狭
日
命
の
時

代
と
美
夜
部
の
時
代
と
で
は
、同
じ
く
多
珂
の
ク
ニ
と
い
っ
て
も
広
狭
の
差
が
生
じ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
白
雉
四
年
の
段
階
で
多
珂
の
ク
ニ（
中
心
は
高
萩
市
手
綱

附
近
、多
珂
郡
衙
推
定
地
）
と
石
城
評
か
ら
多
珂
評
（
中
心
は
菊
多
附
近
）
が
分
離
し

た
。
さ
ら
に
、の
ち
に
改
め
て
多
珂
評
と
多
珂
の
ク
ニ
と
を
併
せ
た
も
の
が
令
制
の
常

陸
国
多
珂
郡
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
常
陸
風
土
記
』
が
建
御
狭
日
命
の
多
珂
の

ク
ニ
の
分
註
に
「
今
多
珂
石
城
所
謂
是
也
」
と
し
、石
城
郡
に
註
し
て
「
今
存
陸
奥
国

堺
内
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
今
」
は
『
常
陸
風
土
記
』
編
纂
時
す
な

わ
ち
大
宝
令
制
下
と
み
ら
れ
る
）。
こ
の
よ
う
に
令
制
下
で
は
菊
多
以
南
が
常
陸
国
と
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さ
れ
、
石
城
以
北
が
陸
奥
国
と
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
養
老
二
年
に
い
た
り
、
菊
多
以

北
・
阿
武
隈
川
以
南
の
地
域
が
石
城
国
（
令
制
国
）
と
し
て
分
立
す
る
。
お
そ
ら
く
こ

の
令
制
石
城
国
の
範
囲
こ
そ
、石
城
国
造
の
在
地
首
長
と
し
て
の
本
来
の
領
域
で
あ
っ

た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑮　

大
祓
に
は
、毎
年
六
月
十
二
月
晦
日
に
中
臣
氏
ら
が
執
行
す
る
恒
例
の
大
祓
（
神
祇

令
大
祓
条
）
の
ほ
か
に
、事
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
る
臨
時
の
大
祓
が
あ
っ
た
。
後
者
を

代
表
す
る
の
が
国
造
・
郡
司
が
関
わ
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
諸
国
大
祓
」（
神
祇

令
諸
国
条
）
で
あ
り
、
天
武
五
年
八
月
辛
亥
条
、
同
十
年
七
月
丁
酉
条
な
ど
に
み
え
る

も
の
が
そ
の
古
い
記
録
で
あ
る
。
ま
た
と
く
に
践
祚
大
嘗
祭
に
あ
た
っ
て
行
う「
諸
国

大
祓
」
が
あ
り
、史
料
的
に
は
大
宝
初
年
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
（
天
平
宝
字
二
年
八

月
乙
卯
条
な
ど
、神
祇
令
諸
国
条
集
解
「
古
記
」）。
さ
ら
に
大
宝
初
年
頃
ま
で
は
都
で

行
う
臨
時
の
大
祓
に
も
国
造
が
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
（
大
宝
二
年
二
月
庚
戌
是
日

条
・
同
三
月
己
卯
条
）。

⑯　

ミ
タ
や
ミ
ヤ
ケ
を
「
皇
室
」
の
経
済
的
基
盤
と
す
る
見
方
は
必
ず
し
も
正
し
く
な

い
。経
済
を
別
個
に
す
る
ほ
ど
皇
室
と
朝
廷
と
が
分
離
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ミ
タ
・
ミ
ヤ
ケ
は
朝
廷
領
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。
と
こ
ろ
が
中
央
に
お
い
て
ミ
タ
・
ミ
ヤ
ケ
を
専
管
す
る
機
関
や
仕
組
み
が
あ
っ
た

よ
う
に
は
み
え
ず
、
ミ
タ
・
ミ
ヤ
ケ
の
み
が
朝
廷
領
で
は
な
い
こ
と
か
ら
み
て
る
と

「
ミ
ヤ
ケ
制
」
と
い
う
ご
と
き
組
織
立
っ
た
体
制
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
む

し
ろ
ミ
タ
・
ミ
ヤ
ケ
は
「
ク
ニ
」
の
構
成
要
素
の
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
で
あ
っ
た
と

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
県
（
コ
ホ
リ
・
ア
ガ
タ
）」
に
つ
い
て
は
、
孝
徳
紀
以

降
の
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
県
」
の
史
料
の
う
ち
、県
稲
置
（
大
化
元
年
八
月
庚

午
）
や
国
県
（
大
化
元
年
九
月
甲
申
・
大
化
二
年
八
月
癸
酉
）
な
ど
の
「
県
」
は
、
コ

ホ
リ
と
訓
み
ク
ニ
の
下
部
組
織
「
県こ
ほ
り」

と
み
、そ
れ
ら
の
多
く
は
評
へ
再
編
さ
れ
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
倭
国
六
県
（
大
化
元
年
八
月
庚
午
）
は
祈
年
祭
祝
詞
に
い

う
高
市
・
葛
木
・
十
市
・
志
貴
・
山
辺
・
曾
布
の
「
六
つ
の
御み
あ
が
た県

」
に
あ
た
り
、
県
主

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、推
古
朝
以
降
に
ク
ニ
の
下
部
組
織
へ
編

入
さ
れ
（
推
古
三
十
二
年
紀
の
葛
城
県
）、
さ
ら
に
大
化
改
新
後
は
評
へ
再
編
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
（
天
武
元
年
紀
の
高
市
郡
大
領
高
市
県
主
許
梅
）。

⑰　
「
治
天
下
」の
観
念
に
つ
い
て
は
、篠
川
一
九
八
八
、西
嶋
二
〇
〇
二
、仁
藤
二
〇
〇
四

な
ど
参
照
。

⑱　

国
造
な
ど
地
方
官
の
任
命
に
つ
い
て
は
、景
行
記
紀
は
王
族
の
「
派
遣
」
伝
承
を
つ

た
え
る
。「
七
十
余
子
、
皆
封
国
郡
、
各
如
其
国
、
故
當
今
時
、
謂
諸
国
之
別
者
、
即

其
別
王
之
苗
裔
焉
」（
景
行
四
年
紀
）、「
七
十
七
王
者
、
悉
別
賜
国
々
之
国
造
亦
和
気

及
稲
置
・
県
主
也
」（
景
行
記
）
な
ど
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
成
務
記
紀
に

は
、「
四
年
春
二
月
、（
中
略
）
国
郡
立
長
、
県
邑
置
首
、
即
取
當
国
之
幹
了
者
、
任
其

国
郡
之
首
長
、
是
為
中
区
之
蕃
屏
。
五
年
秋
九
月
、
令
諸
国
以
国
郡
立
造
長
、
県
邑
置

稲
置
、
並
賜
盾
矛
以
為
表
、
則
隔
山
河
而
分
国
県
、
随
阡
陌
以
定
邑
里
、
因
以
東
西
為

日
縦
、
南
北
為
日
横
、
山
陽
曰
影
面
、
山
陰
曰
背
面
」（
成
務
紀
）、「
定
賜
大
国
小
国

之
国
造
、
亦
定
賜
国
々
之
堺
、
及
大
県
小
県
之
県
主
也
」（
成
務
記
）
な
ど
と
あ
っ
て
、

在
地
豪
族
を
地
方
官
に
「
任
用
」
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
矛
盾
す
る

も
の
で
は
な
く
、
見
方
の
違
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑲　
「
百
八
十
部
」
は
倭
語
、「
百
姓
」
は
漢
語
で
、
制
度
的
に
は
同
じ
階
層
を
指
す
と
み

ら
れ
る
が
、
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
「
百
八
十
部
」
は
伴
造
と
の
、「
百
姓
」
は

国
造
と
の
関
係
に
比
重
を
置
い
た
用
語
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う（
神
崎
一
九
九
九
．
三
）。

⑳　

百
二
十
人
の
軍
尼
（
国
造
）
と
い
う
の
は
、個
々
の
豪
族
の
領
域
の
総
数
（
す
な
わ

ち
ほ
ぼ
後
の
令
制
国
の
数
）
と
比
較
し
て
約
二
倍
に
な
る
が
、『
国
造
本
紀
』
の
国
造

数
と
は
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
朝
廷
が
豪
族
の
領
域
内
に
あ
る
ク
ニ
を
、二
〜

三
区
に
細
分
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。こ
れ
に

よ
っ
て
吉
備
や
越
、
北
九
州
な
ど
の
よ
う
に
、
広
域
に
わ
た
っ
て
分
散
し
て
い
る
朝
廷

領
を
、
前
・
後
あ
る
い
は
前
・
中
・
後
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
国
造
の
同
族
の

ほ
か
中
小
首
長
の
う
ち
の
と
く
に
有
力
な
も
の
を
国
造
に
任
じ
て
管
理
さ
せ
、ク
ニ
運

営
の
効
率
性
を
た
か
め
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

㉑　

ク
ニ
・
評
に
つ
い
て
は
、（
ア
）
国
造
が
直
接
管
理
し
て
い
た
部
分
の
ほ
か
に
、（
イ
）

ク
ニ
か
ら
分
立
し
た
評
（
常
陸
国
香
島
評
・
行
方
評
、
因
幡
国
水
依
評
）、（
ウ
）
ク
ニ

と
評
か
ら
分
立
し
た
評
（
常
陸
国
多
珂
評
）、（
エ
）
評
か
ら
分
立
し
た
評
（
常
陸
国
信

太
評
、
播
磨
国
宍
禾
評
、
伊
勢
国
飯
野
評
な
ど
）、（
オ
）
県
（
コ
ホ
リ
）
が
評
と
な
っ

た
と
み
ら
れ
る
も
の
（
伊
勢
国
度
会
評
・
多
気
評
）、（
カ
）
ア
ガ
タ
が
評
と
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
も
の
（
河
内
国
志
貴
評
）、（
キ
）
新
設
の
評
、
さ
ら
に
（
ク
）
ク
ニ
が
評
と

な
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
（
那
須
評
・
笠
評
・
科
野
国
諏
訪
評
（
金
刺
氏
系
図
））
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
（
イ
）
の
因
幡
国
水
依
評
に
つ
い
て
は
、『
因

幡
国
伊
福
部
臣
古
志
』
に
よ
れ
ば
、
大
化
二
年
立
評
の
と
き
「
爾
時
因
幡
国
為
一
郡
、
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更
無
他
郡
」
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、因
幡
の
ク
ニ
か
ら
ま
ず
水
依
評
が
分
立
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
の
ち
斉
明
四
年
に
水
依
評
は
高
嶋
評
と
改
名
し
た
が
、
こ
の
時
に

「
壊
水
依
評
、
作
高
草
郡
」
と
い
う
か
ら
、
水
依
評
の
改
名
と
同
時
に
法
美
・
邑
美
二

評
が
分
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
（
エ
）
の
伊
勢
国
飯
野
評
に
つ
い
て
は
、孝
徳

朝
に
度
会
・
竹
（
多
気
）
に
そ
れ
ぞ
れ
十
ケ
郷
を
以
て
ミ
ヤ
ケ
を
設
け
た
と
あ
っ
て
、

ま
ず
度
逢
県
が
二
評
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、そ
の
の
ち
さ
ら
に
天
智
朝

に
な
っ
て
多
気
評
の
四
ケ
郷
を
割
い
て
飯
野
評
が
設
け
ら
れ
た
（『
皇
太
神
宮
儀
式

帳
』）。（
カ
）
の
河
内
国
志
貴
評
に
つ
い
て
は
、『
僧
宝
林
敬
造
金
剛
場
陀
羅
尼
経
願

文
』
に
よ
る
と
、川
内
国
志
貴
評
（
朱
鳥
元
年
丙
戌
）
は
志
畿
大
県
主
（
古
事
記
）
や

志
貴
県
主
（
宝
亀
二
年
造
寺
所
公
文
）
の
ア
ガ
タ
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。
さ
す
れ

ば
大
和
国
高
市
評
（
和
邇
部
氏
系
図
）・
所
布
評
（
藤
原
宮
木
簡
）
な
ど
も
同
様
に
高

市
県
主
・
添
県
主
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
ア
ガ
タ
の
名
と
評
の
名
と

の
一
致
が
孝
徳
朝
〜
天
智
朝
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
（
米
田
一
九
七
六
、九
五
頁
）、ア

ガ
タ
の
評
へ
の
再
編
の
時
期
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（
キ
）
新
設
の
評
と
し
て

は
蝦
夷
の
評
が
あ
る
。
斉
明
朝
の
阿
倍
比
羅
夫
の
「
北
征
」
が
大
化
の
東
国
国
司
の
派

遣
と
同
じ
内
容
を
も
つ
国
家
的
事
業
に
属
し
た
こ
と
、そ
れ
に
よ
っ
て
越
ノ
蝦
夷
に
対

し
て
建
評
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
た
（
神
崎
一
九
八
八
、一
四

頁
）。（
ク
）
の
笠
評
に
つ
い
て
は
、『
法
隆
寺
蔵
金
銅
観
音
菩
薩
造
像
記
』
に
、
白
雉

二
年
に
笠
評
ノ
君
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。た
だ
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
吉
備
の
笠
臣
国
造

を
指
す
と
い
う
説
の
ほ
か
、
笠
は
丹
後
国
加
佐
郡
を
指
す
と
す
る
説
が
あ
る
。
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貝
正
義
『
郡
司
及
び
釆
女
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
七
八
．
三

○
佐
伯
有
清
「『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
』
の
研
究
」『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
索
引
・
論

考
篇
所
収
、
吉
川
弘
文
館
一
九
八
四
．
三

○
田
中
卓
「
造
大
幣
司
―
「
祈
年
祭
」
の
成
立
―
」『
田
中
卓
著
作
集
5
壬
申
の
乱
と
そ

の
前
後
』
国
書
刊
行
会
一
九
八
五
．
九
（
初
出
は
田
中
卓
「
造
大
幣
司
」『
続
日
本
紀

研
究
』
１
―
２
、一
九
五
四
．
二
で
あ
る
が
、
論
旨
に
変
更
が
あ
る
）。

○
篠
川
賢
「
鉄
刀
銘
の
世
界
」
九
二
頁
『
古
代
を
考
え
る　

雄
略
天
皇
と
そ
の
時
代
』
吉

川
弘
文
館
一
九
八
八
．
二
。

○
神
崎 

勝
「
阿
倍
比
羅
夫
と
日
本
海
沿
岸
部
の
防
衛
」
古
代
日
本
海
文
化
14
号

一
九
八
八
．
十
二

○
松
本
岩
雄
「
山
陽
」『
古
墳
時
代
の
研
究
』
10 

雄
山
閣
一
九
九
〇

○
吉
田
晶
『
吉
備
古
代
史
の
展
開
』
塙
書
房
一
九
九
五
．
一

○
篠
川
賢
『
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
一
九
九
六
．
五

○
神
崎 

勝
「
十
七
条
憲
法
の
構
造
と
そ
の
歴
史
的
意
義
」
立
命
館
文
学
第
五
五
〇
号
、

一
九
九
七
．
六

○
神
崎 

勝「
百
姓
制
の
成
立
と
そ
の
展
開
―
七
世
紀
に
お
け
る
新
興
首
長
層
の
編
成
―
」

立
命
館
文
学
第
五
五
九
号
、
一
九
九
九
．
三

○
神
崎 

勝
「
大
化
改
新
の
根
本
問
題
に
つ
い
て
―
津
田
左
右
吉
の
改
新
研
究
に
学
ぶ

（
一
）
―
」
立
命
館
文
学
第
五
六
一
号
、
一
九
九
九
．
九

○
鎌
田
元
一
『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
二
〇
〇
一
．
三

○
神
崎 

勝
「
国
造
と
そ
の
ク
ニ
に
つ
い
て
―
津
田
左
右
吉
の
改
新
研
究
に
学
ぶ
（
二
）

―
」
立
命
館
文
学
第
五
七
〇
号
、
二
〇
〇
一
．
六

○
西
嶋
定
生
「
4
―
6
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
倭
国
」『
西
嶋
定
生
東
ア
ジ
ア
史
論
集
』
第

四
巻
四
二
頁 

岩
波
書
店
二
〇
〇
二
．
八
（
初
出
は
一
九
八
〇
）

○
仁
藤
敦
史
「
ヤ
マ
ト
王
権
の
成
立
」『
日
本
史
講
座　

第
一
卷　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

国
家
の
形
成
』
東
大
出
版
会
二
〇
〇
四
．
五
、一
二
八
頁
。

○
西
宮
秀
紀
『
律
令
国
家
と
神
祇
祭
祀
制
度
の
研
究
』
塙
書
房
二
〇
〇
四
．
十
一

○
寺
西
貞
弘
「
奈
良
時
代
の
国
造
」『
日
本
歴
史
』
七
五
七
号
、
二
〇
一
一
．
六

（
妙
見
山
麓
遺
跡
調
査
会
監
事
）


